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はじめに 

市では、第6次一宮市総合計画の将来都市像「心ふれ

あう躍動都市」を実現するため、平成２４年３月に一宮

市公共交通計画を策定し、「活発な交流を実現し、豊か

な生活を支える『鉄道、バスが一体となった持続可能な

公共交通ネットワーク』の形成」を目指し、市内公共交

通体系の整備を進めてきました。 

これまで、計画に基づいて、バスの運行コースの変更や新たなバス路線の運行、一日乗車

券の導入などの利用促進策を実施してきました。また、公共交通を維持するための取り組み

を、地域の住民や企業の皆様、交通事業者、市がそれぞれ連携を図りながら行ってきました。 

一方で、近年のバスやタクシー乗務員の慢性的な不足や、増え続ける高齢者の移動手段確

保のため、他分野との連携も含めた今後の公共交通のあり方についても課題となってきてお

り、公共交通を取り巻く環境は変化してきています。 

本計画では、これまでの取り組みを踏まえた課題や配慮すべき視点を整理した上で、まち

づくりとの連携も図りながら、誰もが使いやすい公共交通を実現するために、地域公共交通

の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号）に基づく地域公共交通網形成計

画として、第2次一宮市公共交通計画を策定することとしました。 

今後は、本計画に基づき、市民や関係者の皆様と協議を重ねながら、市の公共交通対策に

取り組んで参りますので、皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 末筆ながら、本計画の策定にあたり、ご尽力、ご協力をいただきました一宮市地域公共交

通会議委員の皆様をはじめ、貴重なご意見やご協力をいただいた市民の皆様に心からお礼を

申し上げます。 

平成３０年２月  

  一宮市長 中野 正康  
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１．上位・関連計画との関連  

第２次一宮市公共交通計画（以下、「第２次計画」という。）は、上位計画である第7次

一宮市総合計画で定める本市が目指す都市将来像「木曽の清流に映え、心ふれあう躍動都市 

一宮」の実現に向け、｢一宮市都市計画に関する基本的な方針（以下、「一宮市都市計画マス

タープラン」という。）｣や、他の計画との整合を図りながら、本市の地域公共交通のマスタ

ープランとして策定するものです。 

計画の推進にあたっては、道路運送法や地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（活

性化再生法）などの関連法令に則り、公共交通が果たすべき役割について、有識者をはじめ、

地域住民や交通事業者、関係団体の関係者による協議・調整など連携を十分に取りながら、

協働体制のもと、公共交通ネットワークの確保・維持に努めるとともに、より一層の利用促

進施策の展開や利便性の向上を図ります。 

第 ７ 次 一 宮 市 総 合 計 画

一宮市公共交通計画

個

別

計

画

路線の確保 

生活交通確保維持改善計画 

・地域公共交通確保維持事業 

公共交通の利用促進 

  公共交通協働推進事業計画 

立
地
適
正
化
計
画
（
策
定
中
）

一
宮
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

地域公共交通会議

関連法令など 

Ⅰ 計画策定の背景と位置づけ
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・生活交通確保維持改善計画 

地域公共交通の実状やニーズを把握し、最適な移動手段の提供、移動にあたっ

ての障害の解消などを図り、地域公共交通を確保・維持するため作成する計画 

    地域公共交通確保維持改善事業費補助金 

地域間幹線系統確保維持費国庫補助金 

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金 

・公共交通協働推進事業計画 

公共交通の利用促進策について、地域、交通事業者、市などの関係者が連携・

協働し、利用促進や地域公共交通の確保・維持に向け実施していく事業内容や

目標などについて定める計画 

施策実施に関する個別計画

都市将来像：「木曽の清流に映え、心ふれあう躍動都市 一宮」 

基 本 計 画：都市将来像を実現するための５つのプランのうち、Plan２「快適にく

らす」を実現するための取り組みとして、施策１２「公共交通網の整

備を進めます」に位置付けた、体系的な公共交通の整備、公共交通の

利用促進に取り組みます 

・交通政策基本法 

・道路運送法 

 ・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（活性化再生法） 

 ・地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱 など 

関連法令、補助制度など

第7次一宮市総合計画 期間：平成30年度 ～ 平成39（2027）年度 

基本理念：「水と緑と歴史をめぐり歩き、生活、産業、文化が織りなすまち」 

基本方針：過度に自動車に依存しない集約的都市構造を実現するため、鉄道駅周辺

や主要なバス路線沿線に都市機能を誘導・集積させるとともに、公共交

通の利便性・快適性の向上を図る（コンパクトシティ+ネットワーク） 

一宮市都市計画マスタープラン 期間：平成22年 ～ 平成3２（2020）年を目標年次 
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２．関連計画における公共交通に関する方針  

（1）総合計画における将来像及び実現のための５つのプラン 

  第７次一宮市総合計画では、都市将来像として定めている「木曽の清流に映え、心ふ

れあう躍動都市 一宮」の実現に向け、「今から、できること」「今から、やっておくべ

きこと」を「５つのプラン」と「28の施策」として定めています。 

【都市将来像】 『木曽の清流に映え、心ふれあう躍動都市 一宮』 

 【５つのプラン】   Plan１：健やかにいきる 

            Plan２：快適にくらす 

            Plan３：安全・安心を高める 

             Plan４：活力を生みだす 

            Plan５：未来の人財を育てる 

（2） 都市計画マスタープランにおける都市づくりの目標 

  一宮市都市計画マスタープランでは、まず基本理念を定め、それを実現するための４

つの都市づくりの目標を設定しています。 

 【基本理念】 『水と緑と歴史をめぐり歩き、生活、産業、文化が織りなすまち』 

 【都市づくりの目標】  目標１：都市の発展を支える経済基盤を確保する 

                      目標２：誰もが暮らし続けることができる生活環境を確保する 

              目標３：持続可能な、環境負荷の低い都市構造を構築する 

              目標４：愛着と誇りの持てる都市を形成する 

・ 高齢化が進むなか、市民が過度に車に依存することなく暮らすことができる公共交

通網や、公共交通を利用しやすい環境の整備に取り組む 

・ 公共交通の利用が不便な地域の移動手段を確保するため、地域の実情に合った交通

手段の検討・導入について、地域、交通事業者、市が一体となり取り組む 

Plan２：「施策 12 公共交通網の整備を進めます」

過度に自動車に依存しない集約的都市構造を実現するため、鉄道駅周辺や主要なバ

ス路線沿線に都市構造を誘導、集積させるとともに、公共交通の利便性、快適性の

向上を図る

公共交通に関する基本方針
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【都市計画マスタープランにおける将来都市構造図】 
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１．第１次計画の概要  

平成２４年３月に一宮市公共交通計画（以下、「第１次計画」という。）を策定する以前

は、民間路線バスの廃止や市町村合併に伴うⅰ-バスの見直し、公共交通不便地域への対応

など、目的の異なるバスが走っており、それぞれ個別に対応を行ってきました。そこで、第

１次計画では、市内の鉄道やバス、タクシーといった公共交通の役割や機能について体系

的な整理を行い、ネットワークとして有効に機能するよう整備を進めるとともに、公共交

通の維持・活性化のために様々な利用促進にも取り組んできました。 

第１次一宮市公共交通計画 

◎ 計画の区域：一宮市全域を対象 

◎ 計画の期間：上位計画の「第６次一宮市総合計画」の計画期間（平成20年度～29

年度）との整合を図り、平成24年度から平成29年度までの６年間 

Ⅱ 第１次計画の評価・検証と現状の課題

活発な交流を実現し、豊かな生活を支える 

鉄道、バスが一体となった持続可能な公共交通ネットワークの形成 

目

標

基本方針

都市活動を支える体系的な公共交

通ネットワークの形成

利用しやすい公共交通環境の整備

地域、交通事業者、一宮市が連携し

た公共交通を支える仕組みの確立 

課 題

都市活動や住民の暮らしを

支える公共交通を確保する 

住民の足となる公共交通の利

便性を高める

公共交通に関わる各主体の

適切な役割分担を実現する 

【第１次計画の基本方針、目標】
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 ２．第１次計画の基本方針の達成状況  
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【第 1次計画で構築したネットワークの機能分類と運行水準】 

機能分類 路線機能と運行水準 事業主体 料金体系 

鉄

道

広
域
幹
線

機能 広域移動の交通需要に対応する公共交通ネットワークの軸

として機能 

水準 交通事業者が需要に応じた運行水準を確保 

路線 ＪＲ 東海道本線 

名鉄 名古屋本線 

      尾西線 

交通事業者
対キロ 

区間制運賃 

幹

線

的

バ

ス

幹

線

機能 一宮駅を中心とし、放射状に延びる市内公共交通ネットワ

ークの軸として機能 

水準 ピーク時 4本/1時間、昼間2本/1時間 以上 

路線 名鉄バス 起線     一宮川島線 

  一宮宮田線  古知野線 

  江南団地線  丹陽線 

交通事業者
対キロ 

区間制運賃 

準

幹

線

機能 幹線を補完し、市内公共交通ネットワークの軸として機能

水準 ピーク時 2本/1時間、昼間1本/1時間 以上 

路線 名鉄バス  光明寺線 

交通事業者

市 

対キロ 

区間制運賃 

機能 幹線を補完し、地域から市中心部へのアクセス路線として

機能 

水準 地域需要に応じた運行水準 

路線 名鉄バス 一宮・イオン木曽川線 

ⅰ-バス 千秋町コース 

 大和町・萩原町コース 

地域 

市 

均一運賃 

200円/乗車

ま
ち
な
か
幹
線

機能 市中心部と公共施設、商業施設などを結ぶ、まちなか活性化

の機能 

水準 1 本/1 時間 

路線 ⅰ-バス 一宮コース 

市 
均一運賃 

200円/乗車

支

線

的

バ

ス

地
域
生
活
バ
ス

機能 幹線的バスの端末交通として最寄駅、幹線及び準幹線に連

絡し、地域ニーズに応じた交通手段を確保する機能 

水準 地域ニーズに応じた運行水準を協議 

路線 ⅰ-バス 尾西北コース 

    尾西南コース 

 木曽川・北方コース  

   ※丹陽町地域で支線的バス導入の協議を継続中 

地域 

市 

均一運賃 

200円/乗車

を基本に地域

協議で決定 

個
別
輸
送

タ
ク
シ
ー

機能 運行ルートや時間・場所の制約を受けず、個々の需要に応じ

た個別輸送として機能 

水準 尾張西部交通圏タクシー準特定地域協議会と連携 

路線 ―

交通事業者
時間・距離

併用運賃 

[準幹線Ａ]

[準幹線B]
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【第１次計画で構築した公共交通ネットワーク図】 
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 3．第１次計画の数値目標の達成状況  

第１次計画の進捗状況を確認するための指標の達成状況は、次のとおりとなっています。

【指標の達成状況】

指    標 
現 状 値 目標値

H25 H26 H27 H28 H29 

(1) 生活上、必要なところへ無理なく行ける人の割

合（％） 
88.8 88.1 88.7 87.8 92.5 

(2) 交通弱者が自立して行動していると思う人の

割合（％） 
25.2 26.3 24.1 24.5 35.8 

4,789 4,745 4,816 4,861 4,800 

幹線の年間利用者数（千人） 4,344 4,319 4,377 4,410 4,345 

準幹線・まちなか幹線の年間利用者数（千人） 372 358 370 378 380 

地域生活バスの年間利用者数（千人） 73 68 69 73 75 

(4) 運転免許証を返納した年間人数（人） 231 378 489 845 400 

(5) 福祉タクシー料金助成事業 

【交付数/申請数】（％）
100 100 100 100 100 

(1)(2)：第 6次一宮市総合計画の施策４３「交通弱者が移動しやすいしくみをつくる」のまちづくり指標（無

作為に選んだ 18 歳以上の市民 3,000 人を対象に、一宮市総合計画の進み具合を調査するため行う

『まちづくり指標に関する市民アンケート』（毎年4月に実施）で「はい」と答えた人の割合） 

(3)：幹線的バス（市内から隣接市にまたぐ路線も含む）と支線的バスの利用者の計 

(4)：一宮市高齢者運転免許証自主返納支援事業の支援を受けた人数 

(5)：一宮市福祉タクシー料金助成事業によるタクシー券の交付を申請した人数と交付を受けた人数の割合 

(3) 市内バスの年間利用者数（千人） 
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 ４．都市特性とニーズからみた現状の課題  

・平坦な地形で、市域全体に集落が分散している 

⇒ 集約しにくい交通需要に対する移動手段の確保・検討 

・市中心部で高齢者の人口密度が高く、今後さらに増加が予想される 

⇒ 高齢化社会に対応する移動手段の確保

都
市
特
性

・一宮駅を中心に、鉄道・バス路線が放射状に運行 

 ・路線バス利用者は微増傾向（利用者の割合は路線バスが95％、コミュニティバス5％） 

⇒ 利用者の大半を占める名鉄バスの路線を中心とした利用促進

・ⅰ-バスは尾西南コースが 13.6％（H28/27）と増加傾向。千秋町コース、大和町・萩

原町コースは増加傾向が鈍化し、初めて対前年比減。他の路線はほぼ横ばい

⇒ 「地域の公共交通は地域で守る」といったマイバス意識の醸成と、公共交

通の利用促進・地域ニーズの確認

公
共
交
通
の
現
状

・バスが必要と考えている人は71.1％（公共交通に関する住民アンケート） 

・バスを利用しやすくするため改善が必要なことは、「運行本数を増やす」が最も多く、次

いで「運賃を安くする」となっている（公共交通に関する住民アンケート） 

・今後の交通対策について、「自動車がなくても生活できるほど充実させる」「現状より充

実させる」と回答した人は72.0％（公共交通に関する住民アンケート） 

 ・バスを利用して行きたい施設は、一宮駅、市民病院、イオンモール木曽川など 

⇒ 住民ニーズに即した効率的・効果的な公共交通対策の実施

住
民
ニ
ー
ズ

・運行本数、運賃、定時性など、バスに対する不満事項は名鉄バスの路線とコミュニティバ

スでは異なる 

・医療機関や商業施設への停留所の設置や、市域を跨いだ隣接市などへの運行要望がある 

 ・分かりやすい運行情報（バス停の位置）の提供要望がある 

⇒ 利用者ニーズに即した利便性を高める公共交通対策の実施

利
用
者
ニ
ー
ズ
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 ５．第２次計画で目指す公共交通  

・ 誰もが気軽に安心して利用することができる公共交通の環境整備や情報提供を行い、

公共交通の利便性を向上する 

・ 地域により異なる特性やニーズ、虫食い的に残る公共交通不便地域の交通需要など、

実情に沿った効率的な運行形態の検討など、柔軟に対応する 

・ 福祉施策との連携により、利用者のニーズに応じ公共交通の利用が可能な制度の導入

を検討する

気軽に利用できる公共交通環境を整備する

・ 公共交通の確保・維持に向けて「地域の公共交通は地域で守る」という意識を持ち、

利便性の向上や利用促進について地域、交通事業者、市が連携し、一体となって取り

組む 

・ 住民やＮＰＯをはじめとした地域団体・企業との互助による新たな移動手段の導入の

可能性を検討する

地域、交通事業者、市が協働し公共交通を支える

・ 自動車に過度に依存することなく、日常生活上必要な場所へ無理なく行くことができ

る公共交通ネットワークを整備し維持する 

・ 公共交通ネットワークを維持するため、利用状況や運行状況に応じた効率的な運行を

行う 

・ 運転免許証返納者だけでなく、返納前の「車に乗ることができるうちから公共交通を

利用する」ことを習慣付けてもらうことができるよう、公共交通の利用を啓発する 

過度に車に依存せず暮らせるよう公共交通を整備する
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【第１次計画から第２次計画へ】 

第 1次計画では… 

第２次計画では… 

評

価

・

課

題

◎（P10 数値目標の達成状況から）バス利用者数は増加傾向で推移し、目標値をほぼ

達成。運転免許返納者数は大きく増加。公共交通に対する市民の満足度は目標値に届

いていない 

・幹線的バス及び支線的バスの役割分担をしたネットワークを構築した 

➡ ネットワークの利便性向上のため、運行水準の再検討が必要 

・バスではカバーできない小規模な不便地域が一部に残る 

➡ 交通不便地域の移動手段確保のため、ⅰ-タクシーを試行運行 

・便利な乗車券の導入、地域バス協議会による公共交通を支える仕組みを確立した 

方

針

・都市計画マスタープランを支える公共交通ネットワークの強化と利便性の向上 

・路線間や小規模な交通不便地域の解消 

・今後も増え続ける運転に不安を抱える高齢者や運転免許を持たない交通弱者が、自

動車に過度に依存せず、快適に外出できる移動手段の確保 

・地域、交通事業者、市の各関係者が連携のもと、公共交通を積極的に利用する意識

の啓発と向上 

・変化する社会環境に即した従来の枠組みにとらわれない方策の研究

利便性の高い公共交通ネットワークの整備

持続可能な公共交通ネットワークの形成

ネットワークの形成 ＋ 交通環境の整備 ＋ 公共交通を支える体制の確立

ネットワークの整備 ＋ 交通環境の整備 ＋ 公共交通を支える取組の推進 
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１．計画の目標  

本市の目指す都市将来像である「木曽の清流に映え、心ふれあう躍動都市 一宮」の実現に

向け、上位・関連計画の基本方針などを踏まえ、快適な暮らしを支える利便性の高い公共交

通ネットワークを構築するため、第２次計画の目標を次のとおり定めます。 

公共交通は、通院や買物、通勤・通学など、日常生活を送るためには欠かせない移動手段

です。今後もさらに進む少子高齢化・人口減少社会に向け、まちづくり施策（コンパクトシ

ティ+ネットワーク）との連携を図りながら、市民の皆さんが安心して日常生活を送ることが

できるよう、また、来街者の皆さんにも使いやすい移動手段となるよう公共交通の整備を図

っていきます。 

２．計画の位置づけ  

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号）に基づく地域公

共交通網形成計画として位置付けるものとします。 

３．計画の区域と期間  

計画の区域は、一宮市全域とします。また、計画の期間は上位計画である「第7次一宮市

総合計画」（平成30年度～平成39（2027）年度の10年間）と、その基本計画（平成30

年度～平成34（2022）年度の5年間）との整合性の観点から、平成30年度から平成34

（2022）年度までの5年間とします。 

過度に車に依存せず、誰もが安心して快適に暮らすことができるまちをめざし、 

～ 地域、交通事業者、市が連携・協働し、 

利便性の高い持続可能な公共交通ネットワークを整備する ～ 

計画の目標 

Ⅲ 第 2次計画の目標と基本方針
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 ４．計画の基本方針 

第 1次計画で構築したネットワーク体系をもとに、幹線的バスの機能強化や不便地域の

解消に努めます。また、市民の皆さんはもちろん、市外からの来街者の皆さんにも公共交

通を気軽に使っていただけるよう、既存の枠組みにとらわれない新たな移動手段も視野に

入れ、より一層の利便性向上に取り組みます。 

基本方針１：都市活動を支える体系的な公共交通ネットワークを整備する

施策１：ネットワークの維持・機能強化（維持・補完） 

◎ 機能強化・補完、利便性の向上によりネットワークを維持 

施策２：交通不便地域の解消（新規） 

◎ タクシーを活用した交通手段の導入・確保 

施策３：既存の枠組みにとらわれない新たな移動手段の研究や検討（新規） 

◎ ネットワークの補完・充実のための新たな移動手段の研究、導入検討 

基本方針２：利用しやすい公共交通環境を整備する

施策１：公共交通利用に関する情報提供（継続・拡充） 

◎ 分かりやすい公共交通の情報発信 

施策２：公共交通の利用満足度の向上（継続） 

◎ 利用環境や乗り継ぎ環境、待合環境の改善 

施策３： 公共交通の利用啓発の促進（継続） 

◎ 積極的な公共交通への転換を促進する利用啓発 

基本方針３：地域、交通事業者、市が連携して公共交通を支える 

施策１：地域、交通事業者、市の協働による公共交通の維持（継続） 

◎ 連携・協働による公共交通の維持・確保 

施策２：地域が主体となった取組の推進（継続） 

◎ マイバス意識の向上と利用促進、利用啓発活動 

施策３：バスを通じた地域コミュニティ活動の活性化（継続） 

◎ バスを通じたコミュニティの活性化 
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 ５．基本方針に基づく実施事業 

基本方針１：都市活動を支える体系的な公共交通ネットワークを整備する 

施 策 実 施 事 業 実施主体 

施策１ 

ネットワークの維

持・機能強化 

・まちづくり施策との連携を図りながら、第 1 次計画で

構築したネットワーク体系を維持 

地域 

交通事業者

市 

・幹線的バス（準幹線）の機能やサービス水準の向上 

・利用状況や運行状況に応じた効率的な運行への見直し 

・福祉施策との連携のもと、地域住民やＮＰＯ・企業との

協働、互助による新たな移動手段の導入の検討 

地域 

交通事業者

市(福祉担当)

施策２ 

交通不便地域の解

消 

・ⅰ-タクシーを「ⅰ-バス ミニ」として、支線的バスに

位置づけ 

交通事業者

市 

・「ⅰ-バス ミニ」の運行方法、運行地域、停留所などの

改善・見直しを検討 

地域 

交通事業者

市 

施策３ 

既存の枠組みにと

らわれない新たな

移動手段の研究や

検討 

・社会環境の変化に目を向けた既存の枠にとらわれない、

ネットワークを補完する新たな移動手段の調査・研究、

導入の検討 

地域 

交通事業者

市 

※ 「実施主体」欄の「市」は、公共交通担当のことをいいます。 
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【公共交通ネットワークのイメージ】 
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【確保する路線の機能分類】 

機能分類 路線機能と水準 下線は生活交通確保維持改善計画に位置付ける路線 事業主体 料金体系 

鉄
道

広
域
幹
線

機能 広域移動の交通需要に対応する公共交通ネットワークの軸

として機能 

水準 交通事業者が需要に応じた運行水準を確保 

路線 ＪＲ 東海道本線 

名鉄 名古屋本線、 尾西線 

交通事業者
対キロ 

区間制運賃 

幹
線
的
バ
ス

幹

線

機能 一宮駅を中心とし、放射状に延びる市内公共交通ネットワー

クの軸として機能 

水準 ピーク時 4本/1時間、昼間2本/1時間 以上 

路線 名鉄バス 起線、一宮川島線、一宮宮田線、古知野線、江南

団地線、丹陽線 

交通事業者
対キロ 

区間制運賃 

準

幹

線

機能 幹線を補完する市内公共交通ネットワークの軸として機能 

水準 ピーク時 2本/1時間、昼間1本/1時間 以上 

路線 名鉄バス  光明寺線 

交通事業者

市 

対キロ 

区間制運賃 

機能 幹線を補完し、地域から市中心部へのアクセス路線として機

能 

水準 1 本/1 時間 以上 

路線 名鉄バス 一宮・イオン木曽川線 

ⅰ-バス 千秋町コース、大和町・萩原町コース 

地域 

市 

均一運賃 

200円/乗車

ま
ち
な
か
幹
線

機能 市中心部と公共施設、商業施設などを結ぶ、まちなか活性化

のための機能 

水準 1 本/1 時間 

路線 ⅰ-バス 一宮コース 

市 

均一運賃 

200円/乗車

支
線
的
バ
ス

地
域
生
活
バ
ス

機能 幹線的バスの端末交通として最寄駅、幹線及び準幹線に連絡

し、地域ニーズに応じた交通手段を確保する機能 

水準 地域ニーズに応じた運行水準を協議 

路線 ⅰ-バス 尾西北コース、尾西南コース、木曽川・北方コー

ス ※1 

地域 

市 

均一運賃 

200円/乗車

を基本に地域

協議で決定 

機能 タクシー車両による幹・支線的バスの端末交通としての機能

や、バス路線から離れた地域内の移動手段として少量のニー

ズに柔軟に対応する機能 

水準 必要最小限の水準を確保（定時又は予約制） 

路線      ⅰ-バス ミニ 

市 
運行形態に

より決定 

個
別
輸
送

タ
ク
シ
ー

機能 運行ルートや時間・場所の制約を受けず、個々の需要に応じ

て運行する個別輸送としての機能 

水準 個別ニーズに配慮した水準 

路線 個別輸送 

交通事業者
時間・距離 

併用運賃 

新たな 

移動手段
福祉施策、住民やNPO・企業との協働・互助、シェアリングエコノミー、自動運転技術の活

用など、社会環境の変化に即した新たな移動手段を調査・研究、導入の検討

※１ 交通不便地域において、地域バス協議会（※Ｐ22参照）が設置され、運行協議がまとまる地区があれば運行を検討・実

施します。現在、丹陽町地域において協議を継続中。 

すべてのバス路線で評価・検証を行い、コース変更など運行内容に変更のあった路線は、生活交通確保維持改善

計画への位置づけを協議します。 

新 規

今後に向けて

改 善
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 市内の公共交通が全域でネットワークとして有効に機能するよう、それぞれが担う機能と

運行水準を定めます。すべてのバス路線で、地域、交通事業者、市が連携し、利用状況や運

行状況を勘案しながら効率的な運行を行うとともに、各路線の運行水準の維持と路線の確保

を図っていきます。

鉄道（広域幹線）

機 能 公共交通ネットワークの基軸として市内の移動に限らず、名古屋市や岐阜市など、

他市への交通需要に対応する広域幹線として機能 

水 準 対キロ区間制運賃による移動ニーズに応じた運行水準を確保 

路 線 J R 東海道本線（名古屋、岐阜方面） 

名鉄 名古屋本線（名古屋、岐阜方面） 

尾西線（津島、玉ノ井方面） 

実施主体：交通事業者  

幹線的バス（幹線）

機 能 都市計画マスタープランと連携し、一宮駅から放射状に延び、各地域の拠点と市

中心部（都市拠点）の移動ニーズに対応する市の公共交通ネットワークの軸とし

て機能 

 水 準 対キロ区間制運賃による移動ニーズに応じた運行水準を確保 

ピーク時：4本/1時間、昼間：2本/1時間 以上の運行 

路 線 名鉄バス 起線（一宮駅 ⇔ 尾西地域） 

一宮・川島線（一宮駅 ⇔ 浅井町方面） 

（一宮駅 ⇔ 千秋町方面） 

一宮・宮田線（一宮駅 ⇔ 浅井町方面） 

古知野線（一宮駅 ⇔ 大山町、春明方面） 

江南団地線（一宮駅 ⇔ 大山町、瀬部方面） 

丹陽線（一宮駅 ⇔ 丹陽町方面） 

実施主体：交通事業者 

① 鉄道

② 幹線的バス 
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幹線的バス（まちなか幹線）

機 能 市中心部（都市拠点）と市民病院や一宮西病院、エコハウス138などを結ぶ、ま

ちなかの活性化として機能 

 水 準 まちなかの活性化のため市が主体的に取り組み、他のバス路線との乗り継ぎに配

慮した運行水準を確保 

１本/1時間、運賃は1乗車200円 

 路 線 ⅰ-バス 一宮コース（木曽川庁舎 ⇔ 一宮西病院 ⇔ 一宮駅 ⇔ 市民病院） 

実施主体：市 

幹線的バス（準幹線） 

 機 能 都市計画マスタープランと連携し、幹線を補完して各地域の拠点と市中心部（都

市拠点）の移動ニーズに対応する公共交通ネットワークの軸として機能 

 水 準 対キロ区間制運賃による移動ニーズに応じた運行水準を確保

ピーク時：2本/1時間、昼間：1本/1時間 

・運行事業者のみでの運行継続が困難な場合には、市の補助により運行継

続を支援し、路線を確保 

・路線の延長を実施するにあたっては、運行ルートや地域の利便性を損な

わないことなどを総合的に検討 

 路 線 名鉄バス 光明寺線（一宮駅 ⇔ 山郷西・一宮総合体育館、138タワーパ

ーク） 

 水 準 地域が主体的に運行維持に向けた取り組みを行い、市は補助により支援を行

い、地域ニーズに応じた運行水準を確保

運行間隔は昼間１本/１時間を基本に、地域で協議 

運賃は1乗車200円 

 路 線 名鉄バス 一宮・イオン木曽川線（一宮駅 ⇔ イオンモール木曽川）

ⅰ-バス 千秋町コース（一宮駅 ⇔ 市民病院 ⇔ 千秋病院）

大和町・萩原町コース（一宮駅 ⇔ 山下病院 ⇔ 萩原町） 

実施主体：地域、交通事業者、市 

改 善 



- 21 -

第２次一宮市公共交通計画【計画編】

支線的バス（地域生活バス ⅰ-バス） 

機 能 地域内交通として、最寄り鉄道駅、幹線及び準幹線と連絡し、交通不便地域を解

消する機能 

 水 準 路線の確保・維持について地域が主体的に取り組み、地域ニーズに応じた最適な

交通手段のあり方を協議し、運行水準を決定

※ 運行ルートやダイヤ、運賃は地域で協議 

 路 線 ⅰ-バス 尾西北コース（尾西庁舎 ⇔ 一宮西病院 ⇔ エコハウス138） 

尾西南コース（尾西庁舎 ⇔ 尾西記念病院 ⇔ 萩原駅） 

木曽川・北方コース（木曽川庁舎 ⇔ 木曽川市民病院 ⇔ 木曽川駅 ⇔木

曽川庁舎） 

地域生活バス（ⅰ-バス）は、地域が主体となり、地域ニーズに応じた運行方法や

ダイヤなどの交通手段のあり方を協議・決定します。また、利用促進や路線の維

持・存続に対する活動も地域が主体となって行います。 

実施主体：地域、市 

③ 支線的バス 

支線的バス（地域生活バス ⅰ-バス ミニ） 

機 能 幹線、支線的バスの端末交通として、バス路線から離れた地域と最寄り鉄道駅、

幹線及び準幹線と連絡、または、バスの利用がしづらい地域内の移動手段を確保

する機能 

 水 準 少量の地域ニーズに対し、柔軟に対応する交通手段の確保について市が主体的に

取り組み、タクシー車両を用いて必要最小限の運行水準を確保（定時運行、予約

運行） 

 路 線 ⅰ-バス ミニ 

バス路線間や比較的狭い範囲のバス利用がしづらい地域などにおいて、集約しに

くい少人数の交通需要に対応するため、利用者の見込みや地域ニーズに応じ、市

が主体となって運行方法やダイヤなどの交通手段のあり方を検討・決定します。

また、維持・存続については、利用状況や地域ニーズなどを総合的に判断して、

運行区域や内容の見直しを行います。 

実施主体：市 

新 規 
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【支線的バス（地域生活バス ⅰ-バス）の導入・維持に対する役割分担と連携】 

支線的バス（地域生活バス ⅰ-バス）は、最寄りの鉄道駅、幹線的バスと接続すること

で公共交通の利用環境改善や、地域の拠点施設へのアクセス性の向上を図るため運行しま

す。運行に先立ち、地域が主体となって地域バス協議会を設置し、利用者や収入の見込みを

踏まえ、地域ニーズに応じた運行方法やダイヤなどの交通手段のあり方を協議・決定しま

す。また、地域の役割分担として、路線変更の協議や利用促進に向けた取り組みなど、路線

の維持・存続に対する活動は地域が主体となって行います。なお、利用者数や収入（運賃、

協賛金など）、設定した維持水準を満たさない場合については、運行水準などの見直しを行

います。

「地域のバスは地域で守る」意

識を持ち、運行のあり方や利用

促進などの協議を、地域が主体

となって検討

地 域 

市が策定・実施する計画を踏ま

え、路線機能に応じた運行水準の

確保を図るとともに、ノウハウを

活かした提案を実施 

交通事業者 
将来の公共交通のあり方を示し、

地域や交通事業者などとの連携

や協議、調整を行うとともに、地

域の取り組みに応じた支援策を

実施 

市 

関係者がそれぞれ連携・協働

しながら、利用者目線から持

続可能な公共交通ネットワ

ークの整備に取り組む 
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個別輸送（タクシー）

機 能 場所や時間的な制約を受けない、柔軟な個別輸送として機能 

 水 準 少量かつ多様な個別の移動ニーズに対応した運行水準を確保（時間・距離併用運

賃）  

 路 線 タクシー

「尾張西部交通圏における一般乗用旅客自動車運送事業の活性化を推進するた

めの計画」（尾張西部交通圏タクシー準特定地域協議会）との整合性を取りなが

ら 

実施主体：交通事業者 

④ 個別輸送 

⑤ 新たな移動手段

新たな移動手段 

福祉施策、住民やNPO・企業との協働・互助、シェアリングエコノミー、自動運転技術

の利活用など、地域公共交通を補完する新たな移動手段について、既存の枠にとらわれず社

会環境の変化に目を向けながら、市の公共交通ネットワークの充実の観点から調査・研究、

導入の検討を行います。 

実施主体： ―

今後に向けて 
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【施策１：ネットワークの維持・機能強化】の例

【利用状況に応じた効率的な運行】 

  路線バスをはじめ、すべてのバス路線で、地域、交通事業者、市が連携し、利用状況

や運行状況を勘案しながら効率的な運行を行うとともに、まちづくり施策との連携を

図りながらネットワークとして有効に機能する運行内容を検討・実施します。 

【幹線的バス（準幹線）の水準引き上げ】 

 準幹線のうち、運行水準を満たしていないⅰ-バス千秋町コースと大和町・萩原町コ

ースの水準を規定水準へ引き上げを図ります。 

路  線 現在の水準 運行水準 

千秋町コース 1 本/90分 
1 本/1 時間 

大和町・萩原町コース 1 本/約 70分 

【タクシー車両を活用した交通手段の確保】 

  バス路線の間や、一部に残る小規模な交通

不便地域の移動ニーズに対し、ⅰ-バス ミニ

としてタクシー車両を活用した「小さな公共

交通」により、日常生活を支える交通手段の確

保を図ります。 【ⅰ-バス ミニ】 

【施策２：交通不便地域の縮小】の例

福祉施策との連携や、住民や NPO・企業との協働・互助、タクシーの相乗り促進、自

動運転技術の利活用など、地域公共交通を補完する新たな移動手段について、調査・研

究、導入の検討を行います。

【施策３：既存の枠組みにとらわれない新たな移動手段の研究や検討】の例

【市内バス路線網図】 
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基本方針２：利用しやすい公共交通環境を整備する

施 策 実 施 事 業 実施主体 

施策１

公共交通利用に関

する情報提供 

・市民、来街者すべての人に分かりやすい情報提供 

地域 

交通事業者

市 

・乗換案内検索サービスサイトへの情報提供 

交通事業者

市 
・市ウェブサイトや情報通信技術（ＩＣＴ）の活用 

・市内全バス路線系統番号、停留所番号表示の実施 

施策２

公共交通の利用満

足度の向上 

・スムーズな乗り継ぎのためのダイヤ設定 

運行地域 

交通事業者

市 

・拠点バス停などの駐輪場の維持・管理 
運行地域 

市 

・バス運行情報（バスロケーションシステム）の提供 

交通事業者

市 

・バリアフリー車両（ノンスッテプバス、UDタクシー）

の導入推進 

・便利な乗車券（一日乗車券や回数券など）の販売 

・主要停留所のベンチや上屋設置などの待合環境の改善 

施策３

公共交通の利用啓

発の促進 

・バス営業所の見学会や、小学生対象の課外学習でのバ

スの乗り方教室の実施 

学校 

交通事業者

市 

・公共交通を利用する意識啓発と新たな利用者獲得 地域 

交通事業者

市 ・イベントと連携した利用促進と意識啓発 

・高齢者訪問事業や老人会などを通じた利用啓発 

老人クラブ

交通事業者

市 

・運転免許証の自主返納の促進 

警察 

交通事業者

市 

・バスロケーションシステムやＩＣカードなど利便性の

高いツールの周知 

交通事業者

市 

※ 利用促進策の事業内容は、公共交通協働推進事業計画に記載します。 

※ 「実施主体」欄の「市」は、公共交通担当のことをいいます。 
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【市民、来街者すべての人に分かりやすい情報提供】 

 市内の総合的な公共交通マップや路線別時刻表の作成・配布、オープンデータとして

バス運行情報の乗り換え検索サイトへの提供、総合案内板の設置など、市民の方だけで

はなく、市外からの来街者にも分かりやすく幅広い情報発信を積極的に行います。

【路線系統番号の表示】 

  初めての方や乗り慣れていない方でも、より分かりやすく気軽にバスを利用するこ

とができるよう、市内バス路線の系統番号やバス停留所番号の表示を導入し、誰もが使

いやすい公共交通環境を整備します。 

【公共交通マップ】 【市内コミュニティバス案内チラシ】 

【施策１：公共交通利用に関する情報提供】の例 

【バス運行情報（バスロケーションシステム）の提供】 

【施策２：公共交通の利用満足度の向上】の例

【バスロケーションシステム】 
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【バリアフリー車両の導入推進】 

  誰もが快適にバスやタクシーを利用できる

よう、乗り降りしやすいノンステップバスや

UD タクシーなど、人にやさしい車両の導入を

進めていきます。 

【待合環境の改善】 

  施設改修時には、バス停車帯の設置を検討し

ます。また、バス停に上屋やベンチなどを設置

し、誰もが快適にバスを利用できるよう、待合

環境の改善を図ります。 

【バス営業所の見学会や乗り方教室を通じた意識啓発】 

バス営業所の見学会や乗り方教室を通じ、公共交通を身近に感じてもらうとともに、

積極的な公共交通の利用促進と意識啓発に取り組みます。 

【イベントと連携した利用促進と意識啓発】 

平成３２（2020）年に開催予定の東京オリンピック・パラリンピック関連事業や、

平成３３（2021）年度の市制施行１００周年記念事業とのタイアップなど、イベント

を通じた公共交通の利用促進と意識啓発を行います。 

【バス営業所見学会】 【バスの乗り方教室】 

【施策３：公共交通の利用啓発の促進】の例 

【ＵＤ（ユニバーサルデザイン）タクシー】 

健康な方はもちろんのこと、足腰の弱い高齢者、車いす使用者、ベビーカー利用の親子連れ、妊娠中

の方など、誰もが利用しやすい“みんなにやさしい新しいタクシー車両”であり、街中で呼び止めても

良し、予約しても良しの誰もが普通に使える一般のタクシーです。 

（引用：UD タクシー研究会）

【市民病院バス停】 

【UDタクシー】 
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基本方針３：地域、交通事業者、市が連携して公共交通を支える 

施 策 実 施 事 業 実施主体 

施策１ 

地域、交通事業者、

市の協働による公

共交通の維持 

・各関係者の連携・協働による公共交通の維持と利用促

進の実施 

運行地域 

交通事業者

市 

・地域主体のイベントにおける公共交通の利用促進キャ

ンペーンの実施 

運行地域 

交通事業者

市 

・小学生対象の課外学習でのバスの乗り方教室や、バス

営業所内見学会の実施【再掲】 

学校 

交通事業者

市 

施策２

地域が主体となっ

た取組の推進 

・支線的バスの地域バス協議会で地域要望や改善点など

の協議・改善 

運行地域 

交通事業者

市 

・地域住民や企業などへのバス運行に対する協賛依頼 
運行地域 

市 

・地域情報誌への定期的・継続的なバス利用啓発記事の

掲載による意識啓発と利用促進 

運行地域 

市 

施策３ 

バスを通じた地域

コミュニティ活動

の活性化 

・バスを通じた地域コミュニティの交流促進や活性化 

運行地域 

交通事業者

市 

・運行地域の住民によるバス停周辺の美化・緑化活動な

どの実施 
運行地域 

・地域の児童によるバスをテーマとしたポスターの各停

留所への掲示 

運行地域 

市 

※ 利用促進策の事業内容は、公共交通協働推進事業計画に記載します。 

※ 「実施主体」欄の「市」は、公共交通担当のことをいいます。 
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企業と 

【関係者の連携・協働による公共交通の維持と利用促進】 

  交通事業者や市をはじめ、地域住民や企業、福祉、子育て、観光など、様々な分野と

も連携を図りながら、地域の実情や要望に応じた運行への改善・検討を行うとともに、

効果的な利用促進や啓発を実施します。 

【地域主体のバスイベントによる利用促進】 

  ⅰ-バス運行地域において、地域住民のふれあいの場として地域が主体となったバス

イベントを通じ地域住民同士の絆を深めるとともに、地域を運行するバスに対する理

解を深めてもらい、地域の財産として「地域のバスは地域で守る」意識の向上と利用促

進を図ります。 

【施策１：地域、交通事業者、市の協働による公共交通の維持】の例

【地域バス協議会の開催】 

【地域主体のイベントツアー】

【地域と企業の協働イベント】 【ウォーキングマップ】 【福祉タクシー助成券】 

【地域主催のバスイベント】 
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【バスを通じた地域の交流促進】 

  運行地域住民によるバス停留所付近の美化・清掃活

動の実施など、バスを通じた地域住民同士の交流を促

進するとともに、コミュニティ活動の活性化を図りま

す。 

【地域児童のバスポスター掲示】 

  ⅰ-バス運行地域（千秋町、大和町・萩原町コース）

の小学生が描いたバスのポスターをバス停留所に掲

示し、バスに対する愛着を高めてもらうとともに、

マイバス意識の向上と利用啓発を図ります。 

【地域バス協議会活動の活性化】 

地域が主体となった利用者アンケートによる改善事項の検討や要望などを地域全体で

共有し、地域ニーズに沿った運行について協議・改善を行うとともに、地域情報誌への利

用啓発記事の掲載などを通じ、地域が主体となった住民への利用啓発・利用促進を行いま

す。

【地域バス協議会による利用者アンケート】

【地域情報誌】 

【施策２：地域が主体となった取組の推進】の例 

【施策３：バスを通じた地域コミュニティ活動の活性化】の例

【バス停へのポスター掲示】
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 ６．計画の目標数値  

【目標数値】 

(1)：第７次一宮市総合計画の施策１２「公共交通網の整備を進めます」の「市民の体感指標」（無作為に選んだ

18 歳以上の市民 3,000 人を対象に、第７次一宮市総合計画の進み具合を調査するため行う『市民の体感

指標アンケート』（毎年4月に実施）で「はい」と答えた人の割合） 

(2)：幹線的バス（市内と隣接市をまたぐ路線も含む）と支線的バスの利用者の計 

(3)：最寄りの鉄道駅から１km かつバス（ⅰ-バス ミニ）停留所から 500m 以上離れた区域を「交通不便地

域」として定義し、この地域内の人口が総人口に占める割合 

(4)：一宮市高齢者運転免許証自主返納支援事業の支援を受けた人数  

(5)：「コミュニティバス１日乗車券」「コミュニティバス回数券」などの販売枚数の合計 

※ 第２次計画の最終評価は、計画の期間が満了する前年度である平成33（2021）年度の目標値に対する実

績値で評価を行うこととします。 

目 標 指 標 

現状値 目 標 値 
最終 

目標値

H28 

(2016)

H29

(2017)

H30 

(2018)

H31

(2019)

H32

(2020)

H33

(2021)

H34 

(2022)

(1) 市内のバスや鉄道などの公共交通網

が充実していると思う人の割合（％）
35.0 35.4 35.8 36.2 36.6 37.0 37.4 

4,861 4,866 4,871 4,875 4,885 4,895 4,900

幹線の年間利用者数（千人） 4,410 4,415 4,419 4,423 4,432 4,440 4,444

準幹線・まちなか幹線の年間利用者数

（千人）
378 378 379 379 380 381 381

地域生活バスの年間利用者数（千人） 73 73 73 73 73 74 75

(3) 交通不便地域の人口割合（％） 8.8 8.8 2.0 1.5 1.0 0.5 0 

(4) 運転免許証を返納した年間人数（人） 845 870 896 922 949 977 1,000

(5) 一日券、回数券などの販売枚数（枚） 20,702 21,200 21,600 22,000 22,500 23,400 23,800

(2) 市内バスの年間利用者数（千人） 
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 ７．計画の評価・検証  

（１）評価・検証の考え方と方法 

計画の評価・検証は、まず、地域、交通事業者、市の三者がそれぞれの取り組み結果の評

価を行います。さらにそれらをもとに、設定した目標指標に関連する基本方針の施策に基

づく事業について、目標数値の達成状況などから一宮市地域公共交通会議において評価・

検証を行い、改善策を検討・実施します。（ネットワークの評価については、「公共交通ネ

ットワーク全体」、「路線単位」のそれぞれでの視点に立った評価・検証を行います。） 

評 価 者 
地域（年1回は地域バス協議会で評価を実施）、交通事業者、市の三者の評価をも

とに、一宮市地域公共交通会議において、評価・検証、改善策の検討 

目標指標 市民意識や利用者数などを目標指標として定め、各年度の目標数値（P31）を設定

評価方法 
目標数値に対する達成度（ネットワークの評価は「ネットワーク全体」、「路線単

位」のそれぞれでの視点に立った評価）について評価・検証 

評価期間 
第２次計画が満了する平成34（2022）年度を最終年度とし、段階的な評価・検証

による改善策を検討・実施するとともに、次計画へ反映 

（２）目標指標と基本方針・施策との関連 

目標指標（P31）を達成するための主に関連する基本方針及び施策（  枠）を、下表

のとおり整理しました。目標値に対する各年度の達成状況を見ながら、施策の事業内容の

見直し、改善を行います。 

基本方針１：都市活動を支える体系的な公共交通ネットワークを整備する

施策1 ネットワークの維持・機能強化 

施策2 交通不便地域の解消 

施策3 既存の枠組みにとらわれない新たな移動手段の研究や検討

基本方針２：利用しやすい公共交通環境を整備する 

施策1 公共交通利用に関する情報提供 

施策2 公共交通の利用満足度の向上 

施策3 公共交通の利用啓発の促進 

基本方針３：地域、交通事業者、市が連携して公共交通を支える 

施策1 地域、交通事業者、市の協働による公共交通の維持 

施策2 地域が主体となった取組の推進 

施策3 バスを通じた地域コミュニティ活動の活性化 
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（３）評価・検証の実施サイクル 

【計画期間中の実施サイクル】 

Ｈ29 

（2017） 

Ｈ30 

（2018） 

Ｈ31 

（2019） 

Ｈ32

（2020）

Ｈ33 

（2021） 

Ｈ34

（2022）

Ｈ35

（2023）

【年間の実施サイクル】 

第 1次計画 第 2次計画 次期計画 

第７次総合計画

(後期計画)との

整合

立地適正化計画

との整合・必要

に応じ改定

第７次総合計画

との整合
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 ８．計画策定の経緯  

日  時 内      容 

平成 29年 8月 25日（金）

第23回地域公共交通会議 

第 2次公共交通計画の策定について 

（1）これまでの経緯について 

（2）現在の状況について 

（3）第2次一宮市公共交通計画の方向性について 

平成 29年 11月 1日（水） 

第 24回地域公共交通会議 

第 2次一宮市公共交通計画の策定について 

（1）第2次一宮市公共交通計画（案）について 

平成 29年 12月 20日（水）

第25回地域公共交通会議 

第 2次一宮市公共交通計画の策定について 

（1）第2次一宮市公共交通計画（修正案）について 

平成 30年 1月 4日（木） 

～ 

平成 30年 2月 5日（月） 

市民意見提出制度実施 

 提出意見件数 １１件 

平成 30年 2月 14日（水）

第26回地域公共交通会議 

第 2次一宮市公共交通計画の策定について 

（1）第2次一宮市公共交通計画（最終案）について 

平成 30年２月16日（金） 第 2次一宮市公共交通計画策定 
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【ニーズ調査（アンケート調査）】

≪市政アンケート≫ 

調 査 期 間 平成 28年 11月 11日（金）～11月 25日（金） 

調査対象者 市内在住の18歳以上の方3,000人（無作為抽出） 

調 査 方 法 アンケート用紙を送付し、返信用封筒での郵送による返送 

回 答 数 1,382人（回答率 46.1％） 

≪公共交通に関する住民アンケート≫ 

調 査 期 間 平成 29年 6月１日（木）～6月30日（金） 

調査対象者 市内在住の18歳以上の方3,000人（無作為抽出） 

調 査 方 法 アンケート用紙を送付し、返信用封筒での郵送による返送 

回 答 数 1,283人（回答率 42.8％） 

≪ⅰ-バス利用者アンケート≫ 

調 査 期 間 平成 29年 7月１１日（火）、７月１3日（木） 

調査対象者 一宮、大和町・萩原町、尾西南、木曽川・北方の各コース利用者173人

調 査 方 法 
一宮駅での降車時やバス車内でアンケート用紙を配布し、返信用封筒で

の郵送による返送 

回 答 数 85人（回答率 49.1％） 

≪ワークショップによる意見交換≫ 

調 査 期 間 平成 29年 6月 26日（月）～ 6月 30日（金） 

調査対象者 
調査対象地域の各公民館において、文化・運動などの教室や講座により定

期的に活動を行っている7団体64人 

調 査 方 法 
バスに対する意識、普段の外出先や移動手段、公共交通に対する意見・要

望などについて、自由な意見交換を座談会形式で実施。 
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 １．一宮市の概況  

（1）立地状況 

  本市は、濃尾平野中央部に位置し、都市と自然が適度に調和した環境に恵まれ、尾張地域

の中核的な都市として発展してきました。名古屋市と岐阜市のほぼ中間にあり、市の面積は

113.82ｋ㎡（東西約 15.3km、南北約 13.3km）、人口は平成 29 年 4 月 1 日現在で

386,105人となっています。 

一宮ジャンクションで結節する名神高速道路と東海北陸自動車道には 4 つのインターチ

ェンジがあり、名古屋高速一宮線も含め、広域的な高速交通網も充実しており、関東・関西・

北陸のいずれの方面に対してもアクセスの良い立地条件にあります。 

市域の中央を南北に縦断するＪＲ東海道本線と名鉄名古屋本線、西部を走る名鉄尾西線が

市中心部の一宮駅で結節していて、名古屋駅あるいは岐阜駅へ概ね10分程度での移動が可

能となっています。また、一宮駅を中心に放射状にバス路線が走り、公共交通の利便性が非

常に高い地域となっています。 

Ⅳ 一宮市の概況、公共交通の現状と課題

資 料 編 
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（２）人口推移と将来推計

  これまで増加を続けてきた本市の人口は、平成 24（2012）年の 386,722 人をピー

クに減少の局面に入っています。年齢を区分別にみると、年少人口（0～14歳）は長期的

に緩やかな減少傾向が続き、平成17（2005）年に老年人口（65歳以上）を下回りまし

た。生産年齢人口（15～64 歳）は平成 7（1995）年まで増加していましたが、その後

は緩やかな減少に転じ、今後は減少傾向が加速していく見込みとなっています。一方、老

年人口は一貫して増加を続けており、平成52（2040）年には本市人口の３分の１近くを

占める見込みとなっています。  

資料：推移…平成12（2000）年までは国勢調査、平成22（2010）年以降は一宮市 

推計…一宮市まち・ひと・しごと創生総合戦略における施策効果後の将来推計値 

62,890 57,320 56,730 57,577 57,938 54,750 51,749 50,053 50,309 51,939 54,448 

250,149 254,769 252,633 253,508 246,028 235,712 231,066 228,557 221,704 209,840 194,286 

33,597 41,890 53,174 
66,131 81,806 95,948 102,384 102,994 104,561 

109,596 
117,936 

346,636 
353,979 

362,537 
377,216 

385,772 386,410 385,199 381,604 376,574 371,375 366,670 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

年齢3区分別人口の推移・推計

15歳未満 15～64歳 65歳以上

（人）

18.1
16.2 15.6

15.3 15.0 14.2
13.4 13.1 13.3 14.0 14.8

72.2 72.0
69.7

67.2
63.8

61.0 60.0 59.9 58.9 56.5
53.0

9.7
11.8 14.7

17.5
21.2

24.8
26.6 27.0 27.8 29.5

32.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

年齢3区分別人口比率の推移・推計

15歳未満 15～64歳 65歳以上

（％）

人口
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（３）人口の増減 

  平成 23 年までの出生数は概ね横ばいで推移してきましたが、平成 24 年以降は出生数

を死亡数が上回る、いわゆる自然減に転じていて、その差は年々拡大傾向にあります。 

一方、平成 21年までは、転入数が転出数を概ね900人程度上回る転入超過（社会増）

となっていました。平成 22 年以降も引き続き転入超過となっているものの、その人数は

100～300 人/年程度となっていて、転入と転出がほぼ均衡して推移しています。本市の

人口は自然減が社会増を上回り、緩やかな人口減少となっています。 

資料：一宮市 

381,036 383,308 384,706 385,772 386,132 386,390 386,447 386,429 386,410 386,094 

3,474 
3,623 3,569 

3,400 3,473 

3,256 3,204 3,066 3,052 3,024 
2,927 

2,954 2,975 
3,134 3,218 

3,317 
3,466 3,346 3,465 3,505 

13,046 

12,614 

12,160 

11,093 
10,878 

11,152 
10,932 11,121 

11,499 11,369 

11,640 11,680 

11,280 
10,978 

10,682 
11,033 10,707 10,894 

11,281 
11,023 

350,000

355,000

360,000

365,000

370,000

375,000

380,000

385,000

390,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

人口の増減

人口 出生 死亡 転入 転出

（出生、死亡、転入、転出：人） （人口：人）

年度
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（４）人口分布 

  本市の人口分布は、合併以前の各旧市町（一宮市、尾西市、木曽川町）で、それぞれの中

心地域に形成されてきた人口集中地区が、徐々にその周辺部へと区域を拡大してきました。

近年では、市南東部の丹陽町地域において土地区画整理事業が進み、人口密度の高い地域

が増えてきています。 

一方で、丹陽町を除く市辺縁部の人口密度は低くなっています。 

 【人口分布】

資料：平成22年国勢調査
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（5）高齢者人口 

 高齢者の人口は一宮駅を中心に密度が高くなっています。また、全市域に高齢者のみの世

帯が多くみられ、特に一宮駅周辺で高齢者のみの世帯が多くなっています。  

 【高齢者人口密度】

 【高齢者のみの世帯数】 

資料：平成22年国勢調査
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（6）要介護認定者の推移

資料：一宮市 

73,240 76,262 78,877 81,469 83,081 84,305 

12,291 
13,152 

13,765 
14,479 

15,096 15,607 85,531 
89,414 

92,642 
95,948 98,177 99,912 
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要介護認定のない方 要介護認定を受けている方 65歳以上人口

（人） 

1,543 1,725 1,829 1,877 2,027 2,187 

1,281 1,366 1,461 1,604 
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年度
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（7）運転免許証の返納状況 

※「運転免許返納者数」… 一宮市高齢者運転免許自主返納支援事業の支援を受けた人数 

資料：一宮市   
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 ２．公共交通の現状 

（１）市内公共交通の現状 

本市の公共交通は、市域の中央を南北にＪＲ東海道本線と名鉄名古屋本線が運行し、一

宮駅で市西部を走る名鉄尾西線も結節しています。一宮駅を基点として、名鉄バスの路線

が市中心部と各地域や隣接市などを放射状に結んでいます。また、市が運行するｉ－バス

は、名鉄バスが運行していない地域を補完して６路線が運行し、市域の公共交通全体でネ

ットワークを形成しています。 

一方、ドア・ツー・ドアの時間や場所などの制約を受けない少人数の個別需要に対して

は、タクシー事業者による個別輸送による対応が行われています。 

【市内公共交通路線図】 

資料：一宮市 
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（２）通勤通学者の流動 

  本市は、市中心部の一宮駅から JR 東海道本線及び名鉄名古屋本線の鉄道によって、名

古屋方面や岐阜方面への移動が短時間かつ容易にできることから、通勤及び通学とも名古

屋市や岐阜市などをはじめ、近隣自治体との流動が多い傾向がみられます。 

【通勤者の流動】 

市内に在住する通勤者183,461人のうち、半数近くの86,441人が市外へ通勤してお

り、市外への通勤者は名古屋市の27,559人が最も多く、次いで稲沢市や小牧市、岐阜市

などとなっていて、隣接あるいは近隣の自治体との結びつきが強い傾向がみられます。   

【市内在住者の主な通勤先（流出）】 通勤者数183,461人：市内在勤者97,020人 

【市内への通勤者の主な居住地（流入）】 通勤総数137,815人：市内在住者97,020人 

資料：平成27年国勢調査 
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【通学者の流動】 

市内在住の通学者19,580人のうち、半数を超える10,238人が市外へ通学していて、

市外へ通学する学生のうち、41.5％が名古屋市へ通学しています。一方、市内の学校へ通

学する学生 13,381 人のうち、4,039 人が市外から通学していて、通勤者と同様に稲沢

市や江南市など、隣接あるいは近隣の自治体との結びつきが強い傾向がみられます。 

【市内在住者の主な通学先（流出）】 通学者数19,580人：市内在学者9,342人 

【市内への通学者の主な居住地（流入）】 通学者数13,381人：市内在住者9,342人 

資料：平成27年国勢調査 
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（３）利用する交通手段 

本市のパーソントリップ（※）についてみてみると、利用する主な交通手段は昭和 46 年

度の第1回調査以降、自動車の利用割合が大きく増加し、平成23年度調査においては全体

の3分の2近くを占めています。 

一方、鉄道の利用割合はわずかに増加しているものの、自転車は昭和 46 年度と比較して

およそ半分程度にまで減少し、徒歩についてはその割合が3分の1以下に大きく減少してい

ます。近年では、日常生活における移動手段は自動車が中心となっています。 

※ パーソントリップ（パーソン＝人、トリップ＝動き）とは、「いつ」「どこから」「どこまで」

「どのような人が」「どのような目的で」「どのような交通手段を利用して」移動したのかにつ

いて、人の１日のすべての動きをとらえるものです。 

資料：中京都市圏パーソントリップ調査 
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（４）市内公共交通の分類 

第 1次計画では、鉄道をはじめ、名鉄バスの路線やⅰ-バス、タクシーの公共交通が市内全

域でネットワークとして有効に機能するよう、各交通手段の担うべき機能を明確にするとと

もに、地域、交通事業者、市がそれぞれ果たすべき役割を分担し、ネットワークや各路線の

確保・維持・改善などの対策を進めてきました。 

市内の公共交通を担うべき機能により、下表のとおり分類しています。 

機能分類 路  線 機    能 運行主体 

鉄道（広域幹線）

ＪＲ 東海道本線 

名鉄 名古屋本線 

 尾西線 

広域移動の交通需要に対応する公共交

通ネットワークの軸としての機能 
交通事業者

幹
線
的
バ
ス

幹 線 

名鉄バス 起線 

 一宮川島線 

 一宮宮田線 

 古知野線 

 江南団地線 

 丹陽線 

一宮駅を中心とし、放射状に延びる市

内公共交通ネットワークの軸としての

機能 

交通事業者

準幹線A 名鉄バス  光明寺線 
幹線を補完する市内公共交通ネットワ

ークの軸としての機能 

交通事業者

市 

準幹線B

名鉄バス 一宮・イオン木曽川線 

ⅰ-バス 千秋町コース 

 大和町・萩原町コース 

幹線を補完し、地域から市中心部への

アクセス路線としての機能 

地域 

市 

まちなか

幹線 
ⅰ-バス 一宮コース 

市中心部と公共施設、商業施設などを

結ぶ、まちなか活性化のための機能 
市 

支線的バス 

（地域生活バス）

ⅰ-バス 尾西北コース 

 尾西南コース 

 木曽川・北方コース 

幹線的バスの端末交通として最寄駅、

幹線及び準幹線に連絡し、地域ニーズ

に応じた交通手段を確保する機能 

地域 

市 

タクシー ―

運行ルートや時間・場所の制約を受け

ず、個々の需要に応じ運行する個別輸

送としての機能 

交通事業者
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（５）公共交通機関の利用状況 

 【鉄道】（広域幹線） 

JR東海道本線、名鉄名古屋本線及び尾西線が市中心部の「一宮駅」で結節し、広域かつ

大量輸送の機能を担っています。市内には 19 の鉄道駅があり、通勤通学での定期利用者

が全体の7割程度を占めており、平成26年度の一宮駅（ＪＲ尾張一宮駅、名鉄一宮駅）

の乗車人数は約 1,573 万人で、１日当たり約 4万 3千人となっています。その他の主要

駅における一日の平均乗車人数（平成22年度）は、名鉄名古屋本線で1,200～2,700人、

名鉄尾西線で1,200～2,000人となっています。 

また、運行水準では、ピーク時（午前7時台）における名古屋方面の1時間当たりの運

行本数は、JR東海道本線が13本、名鉄名古屋本線が14本で、岐阜方面へはJR東海道

本線が9本、名鉄名古屋本線が8本となっており、特に名古屋方面への運行水準が高くな

っています。なお、名鉄尾西線では、津島方面が4本、玉ノ井方面は3本となっています。 

資料：愛知県統計年鑑 
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【バス交通】 

  市内のバス路線は、市内各地域と市の中心とをつなぐ幹線的バスとして、名鉄バスの路

線と、ｉ-バス一宮コース、千秋町コース、大和町・萩原町コースの３路線が市中心部の一

宮駅から市域を放射状に運行し、一宮駅で広域移動のためのネットワークの軸である鉄道

と接続しています。 

また、地域ニーズに応じて地域内を運行する支線的バスとして、ⅰ-バス尾西北コース、

尾西南コース、木曽川・北方コースの3路線が、最寄りの鉄道駅や地域の拠点施設、幹線

的バスなどと接続しています。 

市内のバス利用者の推移は、名鉄バスは平成 26 年度に若干減少したものの、概ね微増

傾向となっています。一方、ⅰ-バスは平成26年度に減少したものの、その後はほぼ横ば

いで推移しています。 

また、路線バス全体の利用者からみた名鉄バスとⅰ-バスの利用者の割合は、概ね名鉄バ

スが95％、ⅰ-バスは５％の割合で推移しています。 

資料：一宮市 
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【名鉄バスの路線】（幹線、準幹線A・B） 資料：一宮市 

【市街地拡大図】 

修 文 学 院

【市内バス路線図】

拡大図

修

文

学

院
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一宮駅を基点に、市内や隣接市へと放射状に延びる路線が、通勤通学をはじめ、日常生

活の様々な移動ニーズに対応する路線として運行しています。平成28年度のⅰ-バスを含

むバス全体の年間利用者約 486 万人の内、名鉄バスの利用者は約９５％を占めています。 

路線ごとの利用状況は、一宮・イオン木曽川が堅調に増加していて、尾張一宮・岩倉線と

古知野線、丹陽線、光明寺線が微増、一宮・宮田線と江南団地線が微減となっていて、この

ほかの路線は横ばいとなっています。 

各路線別の一日当たりの利用者は、起線（深夜バス含む）が3,506人と最も多く、次い

で、尾張一宮・岩倉線の 2,535 人となっています。一方、一宮・イオン木曽川線は 178

人、光明寺線368人となっていて、路線により大きな差がみられます。収支面から路線の

維持が困難なこの両路線に対しては、路線維持のため市が運行経費に対する補助を行って

います。 

また、運行水準は、ピーク時である午前7時台の起線11本/時間をはじめ、隣接市の鉄

道駅などと連絡する路線では 4～8 本となっている反面、丹陽線及び光明寺線は 2 本/時

間となっており、路線により差がみられます。 

資料：名鉄バス 
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資料：名鉄バス 
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【ⅰ-バス】（準幹線B、まちなか幹線、地域生活バス） 

市が主体となっているⅰ-バスは、幹線的バスとして地域と市中心部を結ぶ千秋町コース

と大和町・萩原町コース、市中心部と公共施設、商業施設などを結ぶ一宮コース、支線的バ

スとして地域ニーズに応じて最寄駅、幹線及び準幹線に連絡する尾西北コース、尾西南コ

ース、木曽川・北方コースが運行しています。平成24年度に308,541人であったⅰ-バ

ス全体の利用者は、平成 25 年 10 月に行った一宮コースの変更に伴い減少したものの、

その後は、ほぼ横ばいから若干の増加に転じています。 

コース別では、平成27年10月に行った尾西北コース及び尾西南コースの変更に伴い、

尾西南コースは変更後も堅調に増加、一方、尾西北コースは減少したものの、両コースを

合わせた利用者数は増加傾向にあり、変更前の利用者数を上回っています。一宮コースと

木曽川・北方コースの利用者は増加傾向にあり、大和町・萩原町コースは平成 28 年に減

少に転じました。千秋町コースの利用者は、過去３年間はほぼ横ばいで推移しています。

平成 28 年度のⅰ-バス全体の利用者は年間およそ 25 万人で、一日の平均利用者は 700

人となっています。コース別では、一宮コースの利用者が最も多く約250人、その他のコ

ースでは50～133名となっています。 

また、一日の運行便数は一宮コースが 60 分に１便運行で 22 便（両方向計）、尾西北

コースが 60 分の運行で 10 便、尾西南コースが 90 分の運行で８便、木曽川・北方コー

スが 60 分の循環運行で 10 便、千秋町コース 90 分の運行で７便、大和町・萩原町コー

スがおよそ70分の運行で10便となっています。 
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資料：一宮市 

資料：愛知県交通対策課「愛知県内の市町村における自主運行バス等の運行状況について」 
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【ⅰ-タクシー】（平成28年７月から平成30年 3月まで試行運行） 

駅やバス停から離れた公共交通機関の利用がしづらい地域において、地域の公民館など

に設置した停留所と、最寄りのバス停などをつなぐ予約制の乗合タクシー「ⅰ-タクシー」

を平成28年7月から試行運行を開始し、平成28年度（7月から翌年3月末までの9か

月間）の利用者は616人となっています。 

  現在 13地区で運行を行しており、ⅰ-タクシーの停留所は38か所となっています。

資料：一宮市 

【ⅰ-タクシー運行区域】 
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【タクシー】（個別輸送） 

市内タクシー事業者 5 社が約 250 台の車両により、ドア・ツー・ドアでの移動が可能

で、かつ時間の制約を受けない自由度の高い少量輸送を行っています。 

尾張西部交通圏（一宮市、稲沢市）の車両数は、平成21年の特定地域における「一般乗

用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化に関する特別措置法」の施行によって減少とな

り、その後は横ばいで推移していますが、実働率は年々減少の傾向にあります。 

また、総営業収入については年々下落傾向であるものの、減・休車の効果により日車営

収（1車両当たりの1日営業収入）は、増加傾向で推移しています。 

資料：愛知県タクシー協会 
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 ３．住民ニーズ調査  

（１）市政アンケート「ⅰ-バスや路線バスの利用実態について」 

  調 査 期 間：平成28年 11月 11日（金）～ 11月 25日（金） 

  調査対象者：市内在住の18歳以上の方3,000人（無作為抽出） 

  調 査 方 法：アンケート用紙を送付し、返信用封筒にて返送 

  回答数：1,382人 

【バスの必要性】 

  「現在利用している」や、「自分は利用していないが車を運転できない方にとって必要」

「将来的に利用する予定」など、90.6％と大部分の方がバスは必要と回答しています。 

【バス路線維持のための費用負担のあり方】 

 利用者の運賃のみでは維持が困難な場合の費用負担のあり方については、3分の 2の方

が「市が関与して維持をしていくべき」と回答していて、バスを利用しているか否かに関

わらず大きな差はみられません。 

11.4% 

27.3% 

28.0% 

23.9% 

5.5% 

1.4% 
2.5% 

バスの必要性

自分や家族が利用しており、今後も利用するため必要

日頃は利用しないが、利用したいときにあると便利なため必要

将来、車を運転できなくなったときにないと困るため必要

自分自身は利用しないが、高齢者や車を運転できない方に必要

今のところ利用する予定はなく、必要ない

その他

無回答

32.9%

31.4%

34.7%

34.3%

33.9%

34.9%

19.5%

18.3%

21.1%

5.1%

6.7%

3.1%

8.2%

9.7%

6.2%

0% 25% 50% 75% 100%

全体

バス利用なし

バス利用有り

バス路線維持に対する費用負担のあり方

交通手段確保のため市が積極的に関わり拡充すべき

運賃のみで維持ができない場合は市が費用負担し、現状を維持すべき

運賃のみで維持できない場合、市と運行地域がともに負担すべき

運賃のみでは維持できない場合は運行地域が負担し、市は負担すべきでない

無回答
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【参考】市政アンケート調査票 
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（２）公共交通に関する住民アンケート 

  調 査 期 間：平成29年 6月１日（木）～ 6月 30日（金） 

  調査対象者：市内在住の18歳以上の方3,000人（無作為抽出） 

  調 査 方 法：アンケート用紙を送付し、返信用封筒での郵送による返送 

  回 答 数：1,283人 

【日常の交通手段】 

【過去1年間のバスの利用状況】 

自転車

22.8%

原付・バイク

1.2%

自家用車（送迎含む）

32.9%バス

11.5%

鉄道

23.4%

タクシー

4.9%

その他

1.1%

利用しない

2.0%
無回答

0.2%交通手段

自転車

原付・バイク

自家用車（送迎含む）

バス

鉄道

タクシー

その他

利用しない

無回答

名鉄バス

31.6%

ｉ－バス

6.3%

利用していない

61.3%

無回答

0.9%
バス利用状況

名鉄バス

ｉ－バス

利用していない

無回答

10
34 53

84
60

27 34 32
71

5
7 16

14 4
9 7 18

122

60

109

156

107

68
88

70

101

5

2
1

6

2

0

50

100

150

200

250

300

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

年代別バス利用状況

名鉄バス ⅰ-バス 利用していない 無回答

（人）

【年代別のバスの利用状況】 
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【最近1年間の内にバスを利用した方の利用目的】 

【バスについて知っていること】 

通勤

12.5%

通学

2.0%

通院・検診

15.5%

買物

20.0%

娯楽・飲食・飲酒

28.8%

業務

1.8%

会合

5.7%

習い事・趣味

5.3%
その他

7.2%

無回答

1.1%
バス利用者の利用目的

通勤

通学

通院・検診

買物

娯楽・飲食・飲酒

業務

会合

習い事・趣味

その他

無回答

27.2% 26.8%
29.6% 27.5% 26.9% 27.4% 28.5%

25.8% 27.4%

35.7%

23.3% 22.0%

23.7%
25.1% 24.9% 25.1%

28.3%

25.8%
26.3%

21.4%

13.6% 17.6%

18.1% 18.9% 19.5% 20.6%
18.7%

19.8%
19.2% 14.3%

8.7%
8.3%

11.3% 11.1% 12.0%
13.6% 10.8%

13.2% 10.9%
7.1%4.9%

6.1%

4.2% 4.0% 5.0%
4.7% 5.4% 8.3% 8.3%19.4% 14.1%

9.7% 10.5% 8.8%
6.8% 6.9% 5.4% 4.3%

2.9%

4.2%

1.8% 2.6% 2.0%

1.5%

0.2% 0.6%
0.4%

1.0%

1.6% 0.5%
0.8%

0.3%

1.2% 1.1%

3.3%

21.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 年齢不明

バスについて知っていること（複数回答）

名鉄バス ｉ－バス

最寄りのバス停の場所・名前 最寄りのバス停のルートや行ける施設

最寄りのバス停の時刻表 交通系ＩＣカードが使える

バスロケーションシステムが使える 無回答
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【バスについて知っていること（年齢別）】 

 年齢別にバスについて知っていることをみてみると、「最寄りバス停の場所・名前」は10

歳代を除き、年齢による大きな差はみられません。概ね6割程度の方が「知っている」と回

答していますが、「最寄りバス停のルートや行くことができる施設」は全体の3分の１程度、

「最寄りのバス停の時刻表」については6分の1程度となっています。 

 また、「交通系 ICカードが使える」ことを「知っている」と回答した方は、年齢が上がる

につれて割合が少なくなり、「50歳代」までの「知っている」と回答した方の割合がおよそ

3分の1となっているのに対し、「60歳代～」はおよそ6分の1と半分程度となっていま

す。なお、「バスロケーションシステムが使える」ことを「知っている」と回答した方は全体

でおよそ5％程度しかなく、バスを利用していても知らない方が多くみられます。 

14
55

91

162
117

70 76 69
106

218

44

78

94

64

29
57

41

90

6

0

50

100

150

200

250

300

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

最寄りバス停の場所・名前

知っている 知らない

9
26

57
95

72
46 44 46 60 123

73

112

161

109

53
89

64

136

7

0

50

100

150

200

250

300

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

最寄りバス停のルートや行くことができる施設

知っている 知らない

（人）

（人）
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5

19 21 34 30 16 22 29
4627

80

148

222

151

83

111
81

150

8

0

50

100

150

200

250

300

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

最寄りバス停の時刻表

知っている 知らない

20
44 49

90
53

23 28 19 24
12

55

120

166

128

76
105

91

172

8

0

50

100

150

200

250

300

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

交通系ICカードが使える

知っている 知らない

3 13 9 22 12 5 1 2 2
29

86

160

234

169

94
132

108

194

8

0

50

100

150

200

250

300

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

バスロケーションシステムが使える

知っている 知らない

（人）

（人）

（人）
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【バス乗車券の認知度と利用状況】 

5.9% 5.8% 8.6% 11.4%
5.7% 6.5%

14.9% 15.2%
8.6%

0.0%

8.8%
5.8%

7.5%
8.2%

9.9% 11.2%

14.3% 13.6%

14.0%

0.0%

2.9%

6.7%
3.4%

5.7%
6.8% 5.6%

11.8% 10.4%

9.0%

79.4% 80.8% 75.3%

71.8%
73.4% 69.2%

54.7%

48.0%

52.7%

37.5%

2.9%

1.0%

5.2% 2.9% 4.2%
7.5% 4.3%

12.8% 15.8%

62.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 年齢不明

バス乗車券の認知度

一宮おでかけバス手形 コミュニティバス１日乗車券 コミュニティバス回数券

すべて知らない 無回答

0.0% 0.0% 1.8%

0.8%

0.5%

1.0%

2.3% 0.0%

0.5%

0.0%

1.8%
0.4%

0.5%

1.0%

0.8%

1.5%

2.0%
0.6%

1.9% 2.7% 1.0%

0.8%
1.8%

3.0%

37.5%
29.3%

34.7% 37.2% 34.6%
41.0%

42.9%

36.4%

39.0%

12.5%

59.4%
64.6%

56.5% 53.5%
53.3% 40.0%

40.6%
50.9%

31.0%

12.5%

3.1% 4.0% 4.7% 6.2% 8.2%

16.0%
12.8% 10.9%

25.0%

75.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 年齢不明

バス乗車券の利用状況

一宮おでかけバス手形 コミュニティバス１日乗車券

コミュニティバス回数券 利用したことはないが今後利用してみたい

利用したことはなく今後も利用しない 無回答
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【バス乗車券の販売状況】 

※ ・「一宮おでかけバス手形」のH25販売枚数は、試験販売期間（4～9月）中の枚数 

  ・「コミュニティバス１日乗車券」は、H25.10月から販売開始 

【バスの必要性】 

 「今利用しており、今後も利用する」方や、「必要に応じ、あるいは条件が合えば利用す

る」、「家族などが利用するため」など、今後もバスが必要と回答した方は71.1％います

が、必要ないと回答した方が22.3％います。 

2,038 

4,096 

5,489 

6,248 

299 
772 

1,011 
585 

11,232 

10,955 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H25 H26 H27 H28

バス乗車券販売の推移

一宮おでかけバス手形 コミュニティバス１日乗車券 コミュニティバス回数券

16,000 14,242

17.7%

23.9%

16.1%

13.4%

22.3%

3.5%

3.1%バスの必要性

今利用しており、今後も利用するので必要

今利用していないが、必要に応じて利用するため必要

今利用できないが、近くにバス停ができれば利用するため必要

自分自身は利用しないが、家族などが利用するため必要

利用する予定はなく、必要ない

その他

無回答

（枚） 

12,000

 15,379
 14,601

 13,869

年度 
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【公共交通対策と費用負担のあり方】 

  市の公共交通対策のあり方について、現状よりも充実を望む意見が 84.5％となってい

ます。年齢別では、65～74歳の方は自動車に依存しなくても日常生活に困らない公共交

通対策を望んでいます。また、費用負担のあり方についても、市の負担のもと現状維持～

拡大をすべきという意見が多くみられます。 

25.0%

21.2%

24.9%

29.7%

33.7%

38.4%

48.9%

48.2%

33.7%

33.6%

25.0%

49.5%

42.0%

44.1%

46.4%

41.4%

30.1%

30.0%

27.6%

38.4%

40.6%

18.2%

25.4%

18.0%

13.8%

16.2%

8.3%

8.2%

9.2%

15.5%

9.4%

8.1%

5.9%

6.6%

3.9%

3.0%

5.3%

3.6%

6.1%

5.5%

0.0%

3.0%

1.8%

1.6%

2.2%

1.0%

7.5%

10.0%

23.5%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

全体

公共交通対策のあり方

自動車が無くても生活できるほど充実させる 現状よりも充実させる
現状を維持する程度 現状を整理し、最低限にとどめる
無回答

50.0%

34.7%
29.7%

33.8% 31.3%
37.6%

27.6%
34.6%

18.2%

31.7%
34.4%

37.1% 38.9%
34.2%

33.5%
28.8%

27.3%
22.8% 27.3%

22.9% 23.7% 17.7%

14.9% 6.7%

0.0%

7.9% 7.0% 3.8% 3.3%
4.7%

6.9%

4.8%

4.5% 3.0% 1.6% 2.4% 2.8% 5.9%

17.1%
25.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～

費用負担のあり方

市が積極的に関わり拡大 市が費用負担し現状維持 市と地域の負担で現状を維持

地域の負担で維持 無回答
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0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

自宅からバス停が遠い

目的地の近くにバス停がない

利用したい時間に運行していない

目的地まで時間が掛かる

運賃が高い

乗り継ぎが面倒

運行ルートを知らない

最寄りバス停の時刻を知らない

バス停の場所を知らない

他の交通手段の方が便利

利用したいと思わない

乗り方が分からない

バスが時刻表通りに来ない

その他

無回答

バスを利用しない理由

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

（人）

0 100 200 300 400

50m

100m

200m

300m

500m

1km

その他

無回答

バス停までの距離

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

（人）

0 100 200 300 400 500

15分

30分

60分

90分

その他

無回答

バスの運行間隔

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

（人）

【バスを利用しない理由】

【バス停までの距離がどの程度なら利用するか】

【バスの運行間隔がどの程度なら利用するか】
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【バスを利用しやすくするために改善すべきこと】 

【高齢者にバスを利用してもらうために必要なこと】 

15.2%

14.7%

12.5%

12.4%
7.6%

7.1%

7.0%

5.0%

4.5%

4.4%

3.5%

3.0% 2.9%

バスを利用しやすくするため改善すべきこと

運行本数を増やす

運賃を安くする

運行時間帯を増やす

商業施設や公共施設の近くにバス停を設置する

運行経路をわかりやすくする

乗り継ぎを便利にする

バス停の待合環境をよくする

時刻表通りに運行する

便利な乗車券を充実する

運行情報の発信を充実する

その他

今のまま

無回答

19.5%

18.7%

18.2%

17.0%

13.2%

6.1%

3.7%

1.7% 1.9%

高齢者にバスを利用してもらうために必要なこと

運行路線を増やす

高齢者の運賃を安くする

バス停を増やす

免許証の自主返納の特典を充実する

運行本数を増やす

ＰＲを充実する

バスの乗り方教室を開催し、バス利用に関する不安をなくす

その他

無回答
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【バスで行く、行けたら便利だと思う施設】 

[33.9%]

[22.7%]

[14.9%]

[13.1%]

[10.6%]

[9.6%]

[7.7%]

[6.5%]

[5.5%]

[3.7%]

[2.5%]

[2.4%]

[2.4%]

[2.1%]

[2.0%]

[2.0%]

[1.5%]

[1.3%]

[1.3%]

[1.3%]

[1.1%]

[1.1%]

[1.0%]

[1.0%]

[1.0%]

[1.0%]

[1.0%]

[0.8%]

[0.8%]

[0.8%]

[0.8%]

[0.8%]

[0.8%]

0 50 100 150 200 250

尾張一宮駅・名鉄一宮駅
一宮市民病院

イオンモール木曽川
一宮西病院

１３８タワーパーク
テラスウォーク
大雄会病院
一宮市役所

アピタ木曽川店
エコハウス１３８

中央図書館
一宮市民会館

アオキスーパー今伊勢店
一宮市総合体育館

ＪＲ木曽川駅
名鉄百貨店
尾西庁舎
山下病院

ピアゴ尾西店
尾西記念病院

一宮スポーツ文化センター
名鉄木曽川駅
平和堂尾西店

アオキスーパー三条店
地域文化広場
ピアゴ大和店
温水プール
本町商店街
木曽川病院
木曽川図書館
カネスエ新生店

アオキスーパー萩原店
萩原駅

バスで行く、行けたら便利だと思う施設（市内）

ほぼ毎日

平日はほぼ毎日

休日はほぼ毎日

週に数回程度

月に数回程度

年に数回程度

悪天候時のみ

無回答

※ [ ]内は、回答者数に占める割合

[10.5%]

[10.2%]

[9.9%]

[5.9%]

[5.7%]

[4.9%]

[3.9%]

[3.7%]

[3.4%]

[2.5%]

[2.5%]

[2.3%]

[2.2%]

[2.0%]

[1.7%]

[1.5%]

[1.4%]

[1.1%]

[1.1%]

[1.1%]

[0.8%]

[0.8%]

[0.8%]

[0.8%]

0 10 20 30 40 50 60 70

河川環境楽園
リーフウォーク

稲沢アピタ
イオンモール各務原

ＪＲ稲沢駅
名鉄国府宮駅

岩倉駅
アピタ江南西店

江南駅
名古屋駅
岐阜羽島駅

コストコ岐阜羽島
江南フラワーパーク

布袋駅
江南厚生病院
稲沢厚生病院
松波総合病院

ＭＯＺＯ
カラフルタウン
祖父江緑地公園
木曽三川公園
すいとぴあ江南

岩倉アピタ
祖父江の森

バスで行く、行けたら便利だと思う施設（市外）

ほぼ毎日

平日はほぼ毎日

休日はほぼ毎日

週に数回程度

月に数回程度

年に数回程度

悪天候時のみ

無回答

※ [ ]内は、回答者数に占める割合

（人）

（人）
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【参考】公共交通に関するアンケート調査票 
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（３）ⅰ-バス利用者アンケート 

調査期間：平成29年7月 11日（火）、7月13日（木） 

  調査対象者：一宮、大和町・萩原町、尾西南、木曽川・北方の各コース利用者173名 

  調 査方法：一宮駅降車時・バス車内でアンケート用紙を配布し、返信用封筒にて返送 

  回 答 数：85人 

44.7%

27.1%

7.1%

7.1%

2.4%

2.4%

2.4%

7.1%

利用目的

通院・検診 買物 通勤
習い事・趣味 娯楽・飲食 業務
会合 その他

20.0%

12.9%

12.9%

49.4%

4.7%

他の交通手段への乗継ぎ

乗継あり（鉄道） 乗継あり（ⅰ-バス）
乗継あり（名鉄バス） 乗継なし
無回答

利用目的 件数   

通院・検診 38 【その他】 

買物 23   旅行

通勤 6   見舞い・面会 

習い事・趣味 6   知人宅 

娯楽・飲食 2   公的機関手続き

業務 2 

会合 2 

その他  6 

乗継利用 件数 

乗継あり（鉄道） 17 

乗継あり（ⅰ-バス） 11 

乗継あり（名鉄バス） 11 

乗継なし 42 

無回答 4 

5.9%

11.8%

49.4%

24.7%

1.2%

2.4% 4.7%利用頻度

ほぼ毎日 平日ほぼ毎日 週に数日
月に数日 年に数日 悪天候時のみ
無回答

利用頻度 件数 

ほぼ毎日 5 

平日ほぼ毎日 10 

週に数日 42 

月に数日 21 

年に数日 1 

悪天候時のみ 2 

無回答 4 
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・ⅰ-バスを利用された方の「運行本数」「定時性」「運賃」「乗継環境」の4項目に対す

る満足度は下記のとおりとなっています。 

16.7%

30.9%33.3%

14.3%

4.8%運行本数

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

32.2%

33.3%

16.7%

7.1%

10.7%

定時性

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

48.8%

25.0%

9.5%

9.5%

7.2%

運 賃

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

25.0%

41.7%

8.3%

10.7%

14.3%

乗継環境

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

区 分 満 足 やや満足 やや不満 不 満 無回答 

運行本数 15 26 28 12 4 

定 時 性 28 28 14 6 9 

運  賃 42 21 8 8 6 

乗継環境 22 35 7 9 12 
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【参考】ⅰ-バス利用者アンケート調査票 
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■標本誤差について 

アンケート調査を行う場合、全母集団を対象とすることが望ましいですが、実際

はその手間や費用を考慮して適切な数を抽出し調査するため、アンケートの回答結

果に誤差を生じます。 

それを標本誤差といいます。標本誤差は次の計算式によって算出できます。 

なお、kは信頼率による定数で、一般的に信頼率95％とすることが多く、その

場合、k＝1.96となります。信頼率95％とは、100回同じ調査を行えば、95回

はその標本誤差の範囲内に収まるという意味です。 

例えば、「あなたは携帯端末を持っていますか。」というアンケート調査を、

380,000人の市民の方から無作為に3,000人を選んで実施して、n:有効回答数が

1,600人、「はい」と回答した割合が82.0％であった場合、M:380,000、p:0.82、

k:1.96を当てはめて計算すると、標本誤差は約1.88％となります。約±1.88％の

誤差を生じることとなりますので、その回答は（95％の確率で）80.12％～

83.88％（82±1.88％）の範囲内となります。 

（注）同じ設問を経年的に調査するときなどは、この標本誤差を踏まえて分析する

必要があります。 

（Ｍ－ｎ） ｐ（１－ｐ）

（Ｍ－１） ｎ

　Ｍ：母集団 ｎ：有効回答数

　ｋ：信頼率による定数(※) ｐ：回答比率

※一般的に信頼率95％とすることが多く、その場合、ｋ＝1.96となる。

×ｋ＝（標本誤差）
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（4）ワークショップによる意見交換 

公共交通に対する住民ニーズなどを把握し、地域特性に応じた公共交通の意識、考え方の

調査のため、ⅰ-バス運行地域（奥町、朝日、北方町、千秋町）、名鉄バス運行地域（浅井町）、

駅やバス停から離れた地域（丹陽町）の6地区7団体を対象に、ワークショップによる意見

交換を実施しました。 

調 査 期 間：平成29年6月 26日（月）～6月30日（金） 

  調査対象者：調査対象地域の各公民館において、文化・運動などの教室や講座により定

期的に活動を行っている団体7団体64人 

  調 査 方 法：自由な意見交換を座談会形式で実施 

調 査 項 目：普段の外出先や移動手段、外出の際に困っていること、バスに対する意見、

運転免許証の返納に対する意識と返納後の移動手段、市内公共交通の利用実

態や行動意識 など 

【ワークショップ実施箇所】 

朝日

丹陽町

千秋町

奥町

北方町

浅井町
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 開催概要  

日 時：平成29年6月26日（月） 14時40分 ～ 15時15分 

 場 所：奥公民館 大会議室 

 参加者：やよい会（健康体操） 9人（女性：9人） 

 ワークショップにおける地域の特徴や意見など  

【地域における外出先の特徴や移動手段】

・自動車利用が大半を占め、一宮駅方面へは奥町駅から名鉄尾西線を利用。

・日用品の買い物は、ピアゴ尾西店、マックスバリューやスーパー三心などの近くのスーパーや、イ

オンモール木曽川へ出掛ける方が多く、移動手段は自動車や自転車。

・通院は、近隣の開業医や送迎バスがある一宮西病院へ通院する方が多い。

【外出の際に困っていること】 

・奥町西部地区にバスは運行されていないため、域内の移動の際は自動車や自転車、徒歩がメインと

なり、将来の移動に対する不安が強い。

・一宮西病院への通院は上林記念病院からのシャトルバスを利用しているが、日曜日の運行がないた

め、別の交通手段を利用。

・一宮駅へは名鉄尾西線奥町駅からの電車を利用することとなるが、駅まで遠く、歩いていくことが

大変である。

【バスに対する意見】 

・電車はあるが、西部地区にはバスが走っていないので走らせてほしい。

・買い物へ行く際に利用しても、帰りの荷物が重くて困る。バス停までは歩いても10分までが限界。

 ・乗り換えの煩雑さや、目的地まで時間が掛かるため、自由度が高い自動車を利用。

【運転免許返納に対する意識と返納後の移動手段】 

・概ね80歳を境に、運転免許の返納を考えている方が多い。

・返納後の移動手段については、家族や知人には頼らず自力（自転車や徒歩）での移動を考えている

方が多い。

・買い物は、宅配やネットショッピングを利用する予定であるといった意見も聞かれた。

【公共交通利用促進のための提案・アイデア】 

・バスが運行していない西部地区へバスを走らせる。

・出張所や公民館などの地域拠点と、医療機関や買い物施

設などを結ぶシャトルバスを走らせる。また、それらを

つなぐ循環バスのようなものを走らせる。

ワークショップの開催結果概要（奥町連区） 

【ワークショップ会場風景】
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 開催概要  

日 時：平成29年6月27日（火） 10時00分 ～ 11時00分

 場 所：尾西南部生涯学習センター 

 参加者：太極拳でイキイキ元気の会、野文生け花会 21人（男性：6人、女性：15人）

 ワークショップにおける地域の特徴や意見など  

【地域における外出先の特徴や移動手段】 

・日用品の買い物はアオキスーパー萩原店や平和堂祖父江店、隣接する稲沢市のバローやアピタ稲沢

店など、自動車を利用する方が大半を占める。 

・尾西記念病院や近隣開業医への通院についても、大半が自動車を利用。 

・名鉄尾西線玉野駅や萩原駅の利用は通勤通学の方がメインで、他の用件では自動車での移動が多い。

【外出の際に困っていること】 

・現状で、必要な場所にⅰ-バスで行くことはできているため満足している。

・現在は車を運転して必要な場所へ行くことができるが、乗れなくなった場合を考えると核家族化が

進むなか、家族に頼ることもできず自分で何とかするしかない。

・中途半端に田舎で、バスもないわけではないものの運行本数は少なく、利用しづらい。

【バスに対する意見】 

・ⅰ-バスのコースは、ぐるっと広い地域を回るため目的地に着くまでに時間が掛かる。運行時間も

90分に1本のため、時間が掛かり便数も少ない。 

・通勤や通学のためにバスを利用することを考えると、運行本数をもっと増やす必要がある。また、

電車のダイヤに合わせたバスの運行が必要。 

・学生が歩いているのを見掛けるが、大変そうであるため、以前のように玉野駅から尾西高校へ向か

う路線を復活してほしい。 

・名古屋へ飲酒を伴う外出の際は、ⅰ-バスを利用している。また、一宮駅周辺へ出掛ける場合にも、自

動車であると駐車料金が掛かるためⅰ-バスを利用している。

【運転免許返納に対する意識と返納後の移動手段】 

・８０歳を目安に運転免許の返納を考えるという意見が多く、敬老パスや料金割引などの自主的な返

納を誘導する施策の導入を望む声が多く聞かれた。

・返納後は、バスやタクシーなどの公共交通のほか、自転車や徒歩へ切り替えるとの意見が大半。

・日用品の買い物については、宅配を利用するとの意見もあった。

【公共交通利用促進のための提案・アイデア】 

・時間的な制約のある通勤や通学での利用するためにも、

ⅰ-バス・名鉄バスともに、もっと運行本数があった方

が良い。

・行きたい場所へ（すぐ近くまで）行けるように、停留所

を増やしてほしい。 

ワークショップの開催結果概要（朝日連区） 

【ワークショップ会場風景】
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 開催概要  

日 時：平成29年6月27日（火） 14時40分 ～ 15時15分 

 場 所：北方公民館 大会議室 

 参加者：日本舞踊若葉クラブ 7人（女性：7人）

 ワークショップにおける地域の特徴や意見など  

【地域における外出先の特徴や移動手段】

・日用品の買い物は近隣のスーパーやイオンモール木曽川の利用が多数を占め、医療機関も地域の個

人医院や隣接する笠松町の松波病院への通院が多く、自動車利用が大半。

・ⅰ-バスが運行する以前は県境を越えて岐阜市方面へ出かけることもあったが、現在はほとんどない。

【外出の際に困っていること】 

・現在のⅰ-バスは循環方式であるため、木曽川駅まで利用する場合、行きは良くても帰りの時間が掛

かる。

・最寄りバス停までが遠く、歩いていくのが大変である。

【バスに対する意見】 

・運行時間帯を 21 時台まで運行してもらえれば、公民館などで行うクラブ活動に参加しやすくなる

人も多くなるため、もっと遅い時間帯まで運行してほしい。

・自動車に乗れなくなった後も、ⅰ-バスがあるので安心できる。大勢でバスに乗ると楽しいし、乗っ

ている人とのふれあいも楽しい。

【運転免許返納に対する意識と返納後の移動手段】 

・乗れなくなるまでは、自動車に乗りたい。

 ・運転免許を返納した後は、家族や孫などに送迎を頼む予定。

【公共交通利用促進のための提案・アイデア】 

・料金を安く、どこからでも気軽に出かけることが

できるような環境が必要（バス停まで歩くのも5

分程度が限界）。

・北方地区にある史跡をⅰ-バスを利用して巡る「史

跡巡りルート」を作って、バスの利用促進を図る。

・バス停から自宅へ帰るまでの道が暗く危ないため、

街灯を設置してほしい。

ワークショップの開催結果概要（北方連区） 

【ワークショップ会場風景】
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 開催概要  

日 時：平成29年6月28日（水） 11時20分 ～ 11時45分 

 場 所：浅井公民館 小会議室２ 

 参加者：書道教室 9人（女性：9人）

 ワークショップにおける地域の特徴や意見など  

【地域における外出先の特徴や移動手段】 

・日用品の買い物は、カネスエ浅井店、キシショッピングセンター浅井店など、浅井町内の施設が多

く、普段は自転車を利用しているが、荷物が多い時は自動車。

・アピタ木曽川店などの遠方まで自転車で行く方がいる。 

・鉄道で名古屋市へ行く際は、名鉄バスを利用。

【外出の際に困っていること】 

・名鉄バス一宮・宮田線の丹羽経由を利用したいが、本数が少ないため利用したいときに無い。

・現在は自分で自動車を運転して移動できるが、できなくなったときに家族も頼れないので不安。

・イオンモール木曽川など一宮駅以外へ行く際も一宮駅を一旦経由しないといけないため不便。

【バスに対する意見】 

・買い物の際、帰りの荷物が多いとバスは利用しづらい。

・自宅からバス停までの距離が遠い。バス停までは歩いても５分。

・一宮駅までの運賃が尾関を超えると高くなる。（名古屋までの電車賃より高い）

・普段乗らないので乗り方を忘れてしまい、乗車整理券も取り忘れてしまう時がある。

・おでかけバス手形より名鉄バスが６５歳以上へ販売する得々パスの方が良い。

【運転免許返納に対する意識と返納後の移動手段】 

・あと１０年（８０歳）ぐらいまでは自動車の運転をしたい。

・子どももお嫁さんも勤めているため、家族を頼りにできない。配達を利用すると言った意見も聞か

れた。

・移動販売があったらうれしいとの意見も聞かれた。

【公共交通利用促進のための提案・アイデア】 

・東部幹線、西部幹線にｉ－バスを走らせる。

ワークショップの開催結果概要（浅井町連区） 

【ワークショップ会場風景】
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 開催概要  

日 時：平成29年6月28日（水） 14時30分 ～ 15時15分 

 場 所：千秋公民館 中会議室 

 参加者：千秋ヨガの会 11人（女性：11人）

 ワークショップにおける地域の特徴や意見など  

【地域における外出先の特徴や移動手段】

・日用品の買い物は、カネスエ八剱店、ピアゴ岩倉店などの岩倉市方面とキシショッピングセンター

千秋店・平島店、テラスウォーク一宮で、大半は自動車を利用。

・ｉ－バスや名鉄バス岩倉線を利用し一宮駅周辺へ出掛ける方も多い。 

・通院は、近隣の開業医や大雄会、一宮市民病院、千秋病院も多く、大半は自動車を利用。

【外出の際に困っていること】 

・ｉ－バスと路線バスはあるが停留所までが遠い。歩いても精々10分。

・現在は自分で自動車を運転して移動できるが、千秋町は公共交通が不便地域で自動車が運転できな

くなったときの不安が非常に強い。

【バスに対する意見】 

・自転車を置く場所や安全にバスを待てる場所を考えると、ｉ－バスの停留所が西成出張所や千秋町

出張所に無いのはお年寄りに対して優しくない。

・一宮駅からｉ－バス千秋コースで帰る際、１便乗り過ごしてしまったとき１時間半以上待ったこと

があったので便数を増やしてほしい。せめて１時間に１便。

・県営グランドを利用する学生が石仏駅や名鉄バス水法停留所から歩いているのが、大変そうである。

以前のように155線にバスを走らせ、県営グランドに停留所を設置してほしい。

【運転免許返納に対する意識と返納後の移動手段】 

・交通の便が非常に悪く、このままの状況では免許証は返せない。

【公共交通利用促進のための提案・アイデア】 

・千秋病院まで大回りをして非常に時間が掛かるため、１日数便は千秋公民館の前を通って南へ進む

ルートで運行する。

・バス停を各公民館に置いてもらうと利用しやすい。 

・敬老パスや料金割引及び無料化などを実施すれば利用者が増える。

・岩倉市の石仏駅に接続してもらうと利用しやすい。

・千秋病院の午前の診療が終わる時間帯に病院を出発する便がほしい。

・各出張所は停留所があれば利用者が多いと思う（千秋は移転して遠くなった）

ワークショップの開催結果概要（千秋町連区） 
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 開催概要  

日 時：平成29年6月30日（金） 11時00分 ～ 11時45分 

 場 所：丹陽公民館 大会議室 

 参加者：ほのぼのストレッチ 7人（女性：7人）

 ワークショップにおける地域の特徴や意見など  

【地域における外出先の特徴や移動手段】

・日用品の買い物は、近隣市町村の稲沢市のリーフウォークや岩倉市のピアゴに出かけることが多い。

移動手段は自動車や自転車を利用。テラスウォークは一方通行などで行きにくい。

・鉄道駅は一宮駅・稲沢駅・岩倉駅とも距離は同じくらいなので、自動車の駐車料金や鉄道の運賃な

どで使い分けている。

・通院は、近隣の開業医や大雄会、一宮市民病院、千秋病院も多く、大半は自動車を利用。

・千秋病院を利用の際、病院へ連絡するとボランティアで近所の方が送迎してくれる。

【外出の際に困っていること】 

・現在は自分で自動車を運転して移動できるが、１０年後、１５年後どうなるか不安。

・千秋病院へバスを利用して通院する際は、一宮駅を経由するため不便。

【バスに対する意見】 

・バスを利用するときは整理券の取り方や料金の支払い方の記憶が曖昧なので正しく乗れているか緊

張してしまう。

・バスの乗車料金が高い。

・名鉄バス九日市場線だけなので、ｉ－バスを丹陽町内にも走らせてほしい。

【運転免許返納に対する意識と返納後の移動手段】 

・概ね７５歳ぐらいをめどに、運転免許証の返納を考えている人が多い。

・返納後の移動手段はバス・タクシーの公共交通や自転車を挙げる方が多いが、家族に送迎を頼まれ

方もみえた。

【公共交通利用促進のための提案・アイデア】 

・老人は高齢者とわかるカードを見せればバスを

無料にする。 

・停留所とバスの本数を増やす。 

ワークショップの開催結果概要（丹陽町連区） 

【ワークショップ会場風景】
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一宮市公共交通会議委員名簿

尾西地域代表 青木 隆子 

木曽川地域代表 葛谷 昭吾 

一宮市町会長連区代表者連絡協議会代表 鬼頭  渡 

一宮市民生児童委員協議会代表 近藤 太康 

一宮市老人クラブ連合会代表 加藤  絡 

一宮市地域女性団体連絡会代表 加藤 英代 

一宮市身体障害者福祉協会代表 松﨑 俊行 

一宮市立保育園保護者会代表 仲西 由衣 

一宮市議会 企画総務委員長 柴田 雄二 

元一宮女子短期大学教授 吉田 有夫 

名古屋大学大学院 環境学研究科 教授 加藤 博和 

公益社団法人愛知県バス協会 古田  寛 

愛知県タクシー協会 小川 健司 

名鉄バス株式会社 近藤 博之 

スイトトラベル株式会社 一柳 正義 

尾張交通株式会社 長屋 光司 

愛知県交通運輸産業労働組合協議会 川口 智也 

国土交通省中部運輸局愛知運輸支局 岡田 英雄 

愛知県一宮建設事務所維持管理課長 八森 誠司 

愛知県一宮警察署交通課長 加藤 政治 

愛知県振興部交通対策課 主幹 桑原 良隆 

一宮市企画部長 熊沢 裕司 

一宮市建設部道水路管理課長 滝沢 文清 

（順不同）



- 95 -

第２次一宮市公共交通計画【参考資料】 

一宮市地域公共交通会議設置要綱  

（設置） 

第１条 道路運送法（昭和26年法律第183号）及び地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平

成19年法律第59号）の規定に基づき、市内における住民の生活に必要な輸送の確保その他公共

交通の利便性の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議

するため、一宮市地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）を設置する。 

（事務所） 

第２条 交通会議は、事務所を一宮市役所内に置く。 

（交通会議の業務） 

第３条 交通会議は、次に掲げる業務を行う。 

(1) 市内における地域公共交通のあり方に関して地域公共交通網形成計画（以下「計画」とい

う。）の策定協議を行うこと。 

(2) 計画の実施に関し、必要な事項を方針として定めること。 

(3) 計画の実施にあたり、次に掲げる事項を協議すること。 

ア 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃、料金等に関する事項 

イ 市が運営する有償運送の必要性及び利用者から収受する対価に関する事項 

   ウ 交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項 

(4) 計画に位置づけられた事業を実施し、評価すること。 

(5) 前項の規定による評価を勘案し、計画の変更協議及び方針の変更を行うこと。 

（組織） 

第４条 交通会議の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

(1) 住民又は利用者の代表 

(2) 学識経験を有する者 

(3) 一般旅客自動車運送事業者及びその組織する団体の代表者 

(4) 一般乗合旅客自動車運送事業者の運転者が組織する団体の代表者 

(5) 国土交通省中部運輸局愛知運輸支局長 

(6) 愛知県一宮建設事務所維持管理課長 

(7) 愛知県一宮警察署交通課長 

(8) 愛知県地域振興部交通対策課長 

(9) 一宮市企画部長 
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(10) 一宮市建設部道水路管理課長 

(11) 前各号に掲げるもののほか、市長が交通会議の運営上必要と認める者 

２ 前項第３号から第10号までの規定による委員は、本人に代わる委員を指名することができる。

委員の届出は、委員届（様式第１）により、その旨を市長に提出するものとする。 

（任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

２ 委員は、再任を妨げない。 

（会長等） 

第６条 交通会議に会長及び副会長各１人を置き、会長及び副会長は､委員の互選によりこれを決

める。 

２ 会長は､交通会議を代表し、会務を総括する。 

３ 副会長は､会長を補佐し､会長に事故があるときは､その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 交通会議は、必要に応じて､会長が招集する。 

２ 交通会議を招集するときは、委員に対し、協議事項、日時、場所等を通知しなければならな

い。 

３ 交通会議は､半数以上の委員の出席をもって開催する。ただし、委任状（様式第２）により代

理者に権限を委任した場合には、当該代理者を出席委員とみなす。 

４ 会長は、必要に応じて委員以外の者に、交通会議への出席及び資料の提出を要請することが

できる。 

５ 交通会議の議長は、会長がこれに当たる。 

６ 交通会議は、別に定める場合を除き、公開とする。 

（議決） 

第８条 交通会議の議決方法は、全会一致を旨とし、全会一致が困難な状況において議長がやむ

を得ないと認めるときは、出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は、議長の決するところ

による。 
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（協議結果の取扱い） 

第９条 交通会議において協議が調った事項について、関係者は、その結果を尊重し、当該事項

の誠実な実施に努めるものとする。 

（幹事会） 

第10条 交通会議は、第３条各号に掲げる業務についての具体的な検討及び交通会議の運営に当

たって必要な事項を処理するため、幹事会を置くことができる。 

２ 幹事会の委員は、第４条第１項各号に掲げる者の中から、会長が指名する。 

３ 前項に規定する委員のほか、交通会議が必要と認めた者を幹事会の委員とすることができる。 

４ 幹事会は、必要に応じて委員以外の者に対し、資料の提出、意見の陳述等を求めることがで

きる。 

５ 幹事会において協議した事項については、交通会議へ報告するものとする。 

６ 幹事会の運営については、交通会議の規定を準用する。 

（作業部会） 

第11条 交通会議は、第３条第４号に規定する事業の実施に当たって必要な作業を行うため、作

業部会を置くことができる。 

２ 作業部会には、部会長１名を置き、会長に届け出るものとする。 

３ 作業部会の部会長は、会長の求めに応じて作業の状況を報告しなければならない。 

（事務局） 

第 12条 交通会議の業務を処理するため、交通会議に事務局を置く。 

２ 事務局は、一宮市企画部地域ふれあい課交通政策室内に置く。 

３ 事務局に事務局長、事務局員を置き、会長が定めた者をもって充てる。 

４ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（経費の負担） 

第 13条 交通会議の運営に要する経費は、一宮市からの負担金、国からの補助金及びその他の収

入をもって充てる。 

（監査） 

第 14条 交通会議に監査委員を２名置き、会長が定めた者をもって充てる。 

２ 交通会議の出納監査は、監査委員によって行う。 

３ 監査委員は、監査の結果を会長に報告しなければならない。 
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（財務に関する事項） 

第 15 条 交通会議の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（交通会議が解散した場合の措置） 

第 16条 交通会議が解散した場合には、交通会議の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長で

あった者がこれを決算する。 

（雑則） 

第17条 この要綱に定めるもののほか、交通会議の運営に関し必要な事項は、会長が交通会議に

諮り定めるものとする。 

付 則 

この要綱は､平成１９年２月９日から施行する。 

付 則 

この要綱は､平成２４年１２月２５日から施行する。 

付 則 

この要綱は､平成２５年８月２０日から施行する。 

付 則 

この要綱は､平成２６年４月１日から施行する。 

付 則 

この要綱は､平成２７年１月１３日から施行する。

付 則 

この要綱は､平成２７年４月１日から施行する。

付 則 

この要綱は､平成２８年４月１日から施行する。
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